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ガ

ザ

ー

リ

ー

の

修
行
論
に

お

け

る

性
の

問
題

神
秘
主

義
的

宇
宙
論
と

の

関
係
を

中
心

に
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青

　
柳
　
か

お

る

〈
論
文
要
旨
〉

　
本
稿
で

は
、

ガ

ザ

ー

リ
ー

の

神
秘
思

想
に

お

け

る

性
の

重
要
性
を

検
証
し、

特
に

神
秘

主
義
的
宇

宙
論
と

性
の

議
論
と

の

結
び

つ

き
を

　
明
ら

か

に

す

る。

ガ

ザ
ー

リ

ー

の

禁
欲
主
義
の

議
論
に

も
触
れ

な

が

ら、

食
欲
と

性
欲
を
比
較
し、

さ

ら

に

マ

ッ

キ

ー

と

イ

ブ
ン
・

ア

ラ

ビ

ー
の

議
論

　
と

も

比

較
し

て
、

ス

ー

フ

ィ

ズ
ム

の

思
想
史
に

お

け
る

ガ

ザ

ー

リ

ー
の

性
の

議
論
の

独
自

性
を

検
討
す

る
。

ま
ず
マ

ッ

キ

ー

の

神
秘
主

義
的
宇
宙
論
は

　
断
片
的
で

あ

り
、

ま

た

禁
欲
的
に

性
欲
を
抑
え
て

い

く

立
場
で

あ
る

。

ガ

ザ
ー

リ
ー
は、

マ

ッ

キ
ー

の

宇
宙
論
を

体
系
化
し、

宇
宙
論
に

お

い

て

人

間

　
霊
魂
の

上
昇
を

説
き、

さ

ら
に

性
の

持
つ

肯
定
的
な
力
を
認
め

た
。

そ

し

て

性
に

対
す
る

考
え
方
と
神
秘
主
義
的
宇
宙
論
が
｝

体
と

な

っ

た

結
果、

性

　
欲
は

、

神
秘

修
行
を

中
心
と
す

る

神
へ

の

崇
拝
に

励
む

原
動

力
に

な
る

、

と

い

う
思

想
を
理
論

化
す

る

こ

と

が

で

き
た

。

存
在
一

性
論
を

説
く

イ

ブ

　
ン

・

ア

ラ

ビ

ー

に

お

い

て

は
、

神
と

世
界
の

一

体
性
と

重
な

る

男
女
の

性
的
結
合
が

重
視
さ

れ

て

い

る
、

ガ

ザ
ー

リ
ー

は、

性
の

肯
定
的
な

力
を

取
り

　
入
れ、

自
ら

の

神
秘・
モ

義
的
宇

宙
論
に

適

合
す

る

形
の

修
行
論
を

展
開
し

て

い

る
の

で

あ
る

。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　
ガ

ザ
ー

リ
ー、

ス

ー

フ

ィ

ズ
ム
、

性、

修
行
論

、

宇
宙
論
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は

じ

め

に

　

本
稿
で

は
、

ガ

ザ

ー

リ
ー

（

〉
σ
口

¢
ロ

ヨ
置
p7

Ω

冨
N
画

冒”
仇

」

巳）

の

神
秘
思
想
に

お

け
る

性
の

重
要

性
を

検
証
し

、

特
に

神
秘
主

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
謝

義

的
宇
宙
論
と

性
の

議
論
と

の

結
び
つ

き

を

明
ら

か

に

す

る
。

ガ
ザ

ー
リ

ー

の

代
表
作
『

宗
教
諸

学
の

再
興

（

§
画、

．

罫
ミ

　

奪
　

σ

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
95

b
ミ
）

』

で

は
、

来
世
で

の

見
神
（

噌

藍−
蜜

P
ゴ

〉
＝
鋤

ゴ
）

を
目
指
す

ス

ー

フ

ィ

ー
の

た
め

の

倫
理
や

日
常
生

活
の

送

り
方
が

論
じ

ら
れ

て

い
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る
が
、

こ

の

書
の

第
一

二

番
目
の

書
「

婚
姻

作
法
の

書
（

映

罸
伽

匐

羇
蝕

ミー

耄
慰
）

」

に

お

い

て
、

ガ

ザ
ー
リ

ー

は
、

婚
姻
生

活
に

お

け
る
セ

ク
シ

ュ

ア

リ

テ

ィ

ー
の

問
題
に

大
き

な

関
心
を

持
っ

て

お

り
、

性
交
の

作
法

、

避
妊

、

性
欲
な

ど

性
に

関
す

る

様
々

な

事
柄

　

　

　

　

　

　（
1）
　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

（
2）

を
説

明
し
て

い

る
。

ま
た

ガ

ザ

ー

リ

ー

は
、

第
二

三

番
目
の

書
「

二

つ

の

欲
望
の

撲
滅
の

書
（

映

蕎
簿

翁
＼

ミー
 

ぎ
訃

ミ
魯

ミ

§
）

」

に

お
い

て

も

性
の

問
題
に

つ

い

て

論
じ

て

い

る
。

二

つ

の

欲
望
と

は

食
欲
（

ω

げ
⇔

げ

≦

聾

巴−
げ

魯
員

。・

げ

浮
碧

蹄

巴
−

目
p・一
己

聾）

と

性

欲

（

ω

冨
げ

≦
四

『

箏
富
鼻
ω

げ

聾
≦

曁
巴−

惹
ρ

巴

の

こ

と

で
、

食
欲
に

関
す

る

問
題
も

扱
わ

れ

て

い

る
。

ガ

ザ

ー

リ

ー

は
こ

の

二

つ

を

欲

望
の

中
で

も

根
源
的
で

重
要
な
も
の

と

考
え

て

い

る

の

で

あ

る
。

　

し

か

し
、

ガ

ザ
ー

リ

ー
の

神
秘
思
想
に

お

け

る

性
の

問
題
を

分
析
し

た

研
究
は

あ
ま

り
な
い

。

性
欲
を

含
む

人

間
の

欲
望
全

体
を

克

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
〔
3）

服
し

て

い

く

禁
欲
主

義
や

、

修
行
論
の

中
で

論
じ

ら

れ
て

は
い

る

が
、

性
欲
を
抑
え

る

方
向
に

関
心
が

向
け

ら

れ

て

お

り
、

神
秘
主

義

に

お

け

る

性
の

意
義
に

つ

い

て

は

明
ら

か

に

さ

れ

て

い

な
い

の

で

あ

る
。

ス

ー
フ

ィ

ズ
ム

と

セ

ク
シ

ュ

ア

リ

テ

ィ

ー

の

研
究
は

、

ガ

ザ

ー

リ

ー

よ

り
も

む

し

ろ

イ
ブ

ン

・

ア

ラ

ビ

ー

（

一

σ
口

曽一−．
〉

蠢
σ
」

二

」
・。

お
）

の

研
究
が

中
心
で

あ
り

、

存
在
一

性
論
（

≦

魯
匹

魯

巴−

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
？）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
5）

ミ
ε

鼠）

に

お

け

る
女
性
観、

性
愛
観
が

論
じ
ら

れ

る
こ

と

が

多
い

。

筆
者
は

「

婚
姻
作
法
の

書
」

の

分
析
を

行
っ

た

の

で
、

そ

れ

を

踏
ま

え
、

コ
一

つ

の

欲
望
の

撲
滅
の

書
」

を

中
心
に

、

ガ

ザ
ー

リ

ー

の

神
秘
思
想
に

お

け

る

性
の

役
割
を

論
じ

た
い

。

そ

の

際、

ガ

ザ

ー
リ

ー

の

禁
欲
主
義
の

議
論
に

も

触
れ

な
が

ら
、

食
欲
と

性
欲
を

比
較
す
る

。

さ

ら
に

、

ガ

ザ
ー

リ

ー
に

大
き

な

影
響
を

及
ぼ

し

た
ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
ゑ

ー
フ

ィ

ー
、

マ

ッ

キ

ー

（

〉
げ
口

月

鑑
げ

9
＝
≦
鋤
犀

貫
亀

め
O
。。

）

と
、

ガ

ザ
ー

リ

ー
と

は

傾
向
の

異

な
る

神
秘
思
想
家
で

あ

る

イ
ブ

ン

・

ア

ラ

ビ

ー

の

議
論
と

も
比
較
し

て
、

ス

ー
フ

ィ

ズ
ム

の

思
想
史
に

お

け

る
ガ

ザ
ー
リ

ー

の

性
の

議
論
の

独

自
性
を
明
ら

か

に

す

る
。
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ガ ザーリーの 修行論 に お け る性の 問題

　

　
　
　

ニ

　
ガ
ザ

ー

リ
ー

の

神
秘
主
義
的
宇
宙
論

　

ま

ず
、

ガ

ザ
ー

リ

ー
の

神
秘
主

義
的
宇
宙

論
に

つ

い

て

概
観
し

た
い

。

ガ

ザ

ー

リ

ー

の

議
論
の

背
景
に

は
、

彼
の

宇
宙
論
が

あ

る

と

考
え

ら

れ

る

か
ら

で

あ
る

。

現

象
界
の

背
後
に

い

く
つ

か

の

世
界
の

階
層
が

あ

る

と
い

う

世
界

観
は
、

初
期
の

ス

ー
フ

ィ

ー

た

ち

に

ょ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

ワ

こ

っ

て

紹
介
さ

れ
、

後
の

ス

ー
フ

ィ

ー
た

ち
に

よ
っ

て

発

展
し

た
。

ス

ー

フ

ィ

ー
の

世
界
観
は

、

ム

ル

ク

界
（．
巴
帥

∋

巴ー
ヨ
巳
評

　
王

権

の

世
界
）

、

マ

ラ

ク

ー

ト

界
（．
巴
餌

ヨ

巴

白
鋤

冨
犀

肆

　
主

権
の

世
界）
、

ジ

ャ

バ

ル

ー

ト

界
（．
巴
餌

ヨ

巴

富
ぴ

胃
肆
　
権
力
の

世
界
〉

と

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
弖

い

う

分
類
に

よ
っ

て

説
明
さ

れ

る
。

ム

ル

ク
、

マ

ラ

ク

ー

ト
、

ジ
ャ

バ

ル

ー

ト
と

い

う

言
葉
で

最
初
に

世
界
を

表
現
し

た

の

は
、

マ

ッ

キ

ー
で

あ
る

。

マ

ッ

キ

ー

の

『

心
の

糧
（

O
ミ

ミ
O
ミ
ミ
）
』

の

記
述
に

よ

れ

ば
、

肉
眼
で

見

ら

れ

る
ム

ル

ク

界
と
、

心

眼
で

見
ら
れ

　

　
　
　

　
　
　

　

す〕
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
10）

る
マ

ラ

ク

ー

ト

界
が

あ

り
、

さ

ら

に

ジ
ャ

バ

ル

ー

ト

界
が

最
上

位
に

あ

る
。

こ

う
し

て

宇
宙
は

三
つ

に

分
け
ら

れ
る

が
、

マ

ッ

キ

ー
に

お

い

て

宇
宙
論
の

議
論
は

断
片
的
で

し

か

な

か
っ

た
。

　

ガ

ザ

ー
リ

ー

は
、

マ

ッ

キ

ー

の

宇
宙
論
を

発
展
さ
せ

た
。

世
界
を
ム

ル

ク

界
（

現
象

界）

と
、

マ

ラ

ク

ー

ト

界
（

不
可
視
界
）

の
二

　

　
　　
け　

つ

に

分
け、

ム

ル

ク

界
と
マ

ラ

ク

ー

ト

界
の

対
応

関
係
と

神
秘
主
義

的
な

霊

魂
上

昇
を

論
じ

て

い

る

の

で

あ

る
。

ガ

ザ

ー
リ

ー
に

よ

れ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ハ
ほ　

ば
、

マ

ラ

ク

ー

ト

界
と

は

天

使
と

霊

的
存
在
の

世

界
で

あ

り
、

光
の

よ

う

な

高
貴
な

、

高
位
の

実
体
で

あ
り
、

天
使
に

よ
っ

て

表
わ
さ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
13）
　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　

（
14）

れ

る

霊
的
な

も

の

の

世
界

で

あ
る

。

そ

れ

と

対
照

的
に

、

現
象
界
は

物
質
的
で

影
の

よ

う
な

世

界
で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に

二

つ

の

世

界
の

関

係

は
、

正

反

対
で

あ

り
、

次

元

を

異

に

す

る
。

し

か

し

二

つ

の

世

界
の

間
に

は

つ

な

が

り

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　（
15〕

（

葺呻
愚
じ
、

相

関
関
係
（
ヨ

巷
倒

芻
σ

昌
）

が

あ

り
、

現
象
界
は
マ

ラ

ク

ー

ト

界
の

象
徴
（

邑
毆

巴

な

の

で

あ
る

。

そ

し

て

そ

の

関

係
に

よ
っ

て
、

人

間
は

神
に

近
づ

く
こ

と

が

で

き

る
。

も

し
、

両
者
の

間
に

つ

な

が

り

が

な

け

れ
ば
、

不
可
視

界
へ

の

霊

魂
の

上

昇
の

97 〔725）
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（
16）

方
法
（

冨
嵩
ρ

鋤一−

冨
轟
ρ
ρ圃）

は

妨
げ
ら
れ

、

神
的
な

も

の

の

現
前
へ

の

旅
、

神
へ

の

近

接
（
ρ

霞
σ）

も

不
可

能
に

な

る
。

人

間
の

上

昇
の

究
極
地

点
は
、

一

性
の

王

国
（

鋤

〒

ヨ
帥

巨
髪
魯
巴−
冨

a
鋤

口

ぞ

咢）
、

つ

ま

り

フ

ァ

ナ

ー

（

壁

畠．

神
と

の

合

こ

で

あ
り

、

そ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
（
17V

の

段
階
で

は

も
は
や
上

昇
は

な

く
、

多
性
が

排
除
さ

れ
、

唯
一

性
が
確
立
さ

れ

る
。

唯
一

性
が

確
立

さ

れ
た

フ

ァ

ナ

ー

の

状
態
で

は、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
18）

人
間
の

真
知
（

bP

四眠
「
一

｛

四

げ
）

は

神
的
現
前
に

向
か

い
、

「

神
し

か

知
ら

な
い

、

神
し

か

見
え
な
い
」

と

言
う
こ

と

が

で

き

る
。

ガ

ザ

ー

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

（
19）

リ

ー

は
、

天

国
の

恩
恵
は

神
へ

の

愛
の

程
度
に

よ

り
、

神
へ

の

愛
は

、

神
に

関
す

る

真
知
の

程
度
に

よ

る
と

す
る

。

従
っ

て
、

現
世
に

お

け

る

神
と
の

合
一

体
験
の

中
で

神
を

見
る

（

知
る
）

こ

と
が

多
い

ほ

ど
、

来
世
で

の

見

神
（

神
の

完
全
な

開
示
）

が

容
易
に

な

る
。

　
ガ

ザ
ー

リ

ー

の

神
秘
主
義
的
宇
宙
論
を

ま

と

め

る

と
、

以

下
の

よ

う

に

な

る
。

 
二

つ

の

世
界
は

正

反
対
で

あ
る

が
、

対
応
関
係
が

あ
る

。

 
神
秘

修
行
に

よ
っ

て
、

人
間
霊

魂
は
二

つ

の

世

界
を

上

昇
し

、

神
と

合
一

で

き

る
。

 
神
と

の

合
一

体
験
に

お

い

て

現
世
で

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　（
20）

神
を

見
る

体
験
が

、

来
世
で

の

見

神
に

つ

な

が

る
。

次
に

、

ガ

ザ
ー

リ

ー

は

欲
望
を

抑
え
る

こ

と

の

重
要
性
を

説
き

な

が

ら
、

特
に

性

欲
に

積
極
的
な

意
義
を

見
出
し

て

い

る

こ

と

に

つ

い

て
、

食
欲
と

性
欲
を

比

較
し

な
が

ら

論
じ

た
い

。

そ

し

て

ガ

ザ

ー

リ

ー

の

神
秘
主

義
的
宇
宙
論
と

性
の

議

論
と

の

関
係
を

明
ら

か

に

す

る
。

三

　
ガ
ザ
ー

リ
ー

に

お
け
る

禁
欲
主
義

　
「

二

つ

の

欲
望
の

撲
滅
の

書
」

で

食
欲
と

性
欲
を

取
り
上

げ
て

い

る

よ

う
に

、

ガ

ザ
ー

リ

ー

は
こ

の

二

つ

の

欲
望
を

抑
制
す
る
こ

と

が

重
要
で

あ

る

と

考
え

て

い

る
。

こ

こ

で

は
、

二

つ

の

欲
望
を

抑
え
た
ガ

ザ
ー

リ

ー

の

禁
欲
主
義
に

つ

い

て

論
じ

た
い

。

欲
望
を

捨

て
、

現
世
へ

の

執
着
を

断
ち

切

る

禁
欲
主
義
は

、

神
秘
修
行
の
一

部
で

あ
り
、

神
秘
階
梯
の
一

つ

に

挙
げ
ら

れ

る
。

ま

ず
、

序
論
で

ガ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
21）

ザ

ー

リ

ー

は
、

人
間
が

持
つ

最
も

大
き

な

悪
は

、

様
々

な

欲
望
の

源
で

あ
る

食
欲
で

あ

る
と

し
、

以
下
の

よ

う
に

言
う

。
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ガ ザ ーリーの修行論 に お け る性 の 問題

　

　
食

欲
の

次
に

、

性
欲
が

生
じ
、

そ

の

次
に

金

銭
（
ヨ

巴

と

名
誉
（

扇
げ
）

へ

の

強
い

願

望
が

生
じ

る
。

…
…

金
銭
と

名
誉
を

十

　

　
分
に

得
る
と

、

軽

率、

競
争、

嫉

妬
が

生
じ

る
。

そ

こ

か

ら

偽
善
の

悪
、

高

慢
と

傲
慢
の

破

滅
が

生
じ

、

そ

こ

か

ら

恨
み
、

妬

　

　
み
、

敵

意
、

嫌
悪
が

生
じ

、

そ
こ

か

ら

さ

ら

に
、

不
法

、

不

正
、

腐

敗
の

破

滅
が

生
じ

る
。

こ

れ

ら

は

す
べ

て
、

食
欲
に

注
意
を

　

　
し

な
か

っ

た

結
果
で

あ

り
、

そ

れ
か

ら

生
じ

た

満

腹
（

°。

冨
σ．）

に

よ

る

傲
慢
の

結
果
で

あ
る

。

も

し

人

間
が

空
腹
（
首、
）

に

よ

　

　
っ

て

魂
（

蠧
h
°。

）

を

謙
虚
に

し

て
い

た

ら
、

魂
は

神
に

従
い

、

悪
魔
へ

の

道
は

狭
め

ら

れ
、

傲
慢
と

暴
君

性
の

道
を

歩
ま

ず、

現

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　〔
22）

　

　
世
に

夢
中
に

な

る

こ

と

か

ら

断
ち
切
ら

れ

て

い

た

だ

ろ

う
。

　

食
欲
と

性
欲
は

人
間
本
来
の

二

つ

の

欲
望
で

あ

り
、

そ

れ

ら

が

次
々

と

他
の

欲
望
を

生
み

出
し

、

人
間
の

関

心
は

現
世
に

向
き
、

来

世
か

ら

引
き

離
さ

れ

て

し

ま

う
。

人

間
の

本
性

、

つ

ま

り

人
間
霊
魂
は

霊

的
世
界、

来
世
に

属
す

る

も

の

で

あ
り

、

人
間
霊
魂
は

本
来

そ

の

始
源
に

戻
ろ

う

と

願
う

も

の

で

あ
る

。

し

か

し

人

間
は

肉
体
を
持
ち
、

感
覚
的
な

世
界、

現

世
に

生

き

て

い

る

た

め
、

様
々

な

欲

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
〔
23）

望

を

持
っ

て

お

り
、

人
間
の

究
極
的
関
心
は

、

本
来
の

来
世
か

ら

現
世
へ

と

移
っ

て

し

ま

う
の

で

あ

る
。

そ

れ

ゆ

え

人
間
は

、

欲
望、

特
に

最
も
基
本
的
な

食
欲
を

抑
え
な

く
て

は

な

ら

な
い

。

ガ

ザ

ー

リ

ー

は
、

空

腹
に

つ

い

て

以
下

の

よ

う

に

言
う

。

　

　
空

腹
は

、

心
の

血
液
の

量

を

減
ら
し
、

そ

の

色
を

漂

白
し

、

漂
白
す
る
こ

と

に

よ

っ

て

心

を

光
り

輝
か

せ

る
。

そ

し

て

（

空

腹

　

　
は

）

、

心
の

脂
肪
を

溶
か

し
、

柔

軟
に

す
る

。

そ

の

柔

軟
性
が

（

神
の
）

開
示

（

ヨ

爵
器
冨
尠
，）

の

鍵

で

あ
る

。

心
の

か

た

く

　

　
な

さ

が
、

（

神
の

開
示

を

妨
げ
る
）

ヴ
ェ

ー
ル

の

原

因
で

あ
る

よ

う

に
。

心
の

血

液
の

量
が

減
れ
ば

、

敵

に

通
じ
る

道
が

狭
め

ら

　

　

　
　

　

　
〔
24）

　

　
れ

る

の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う

に
、

空

腹
は

心

を

柔
軟
に

し
、

神
に

近
づ

く
修
行
に

お

い

て

重
要
で

あ
る

。

続
い

て

ガ

ザ

ー

リ

ー

は
、

第
二

章
「

空
腹
の

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

（
25）

恩

恵
と

満
腹
の

悪
」

に

お

い

て

空

腹
の
一

〇

の

利
点
を

述
べ

て

い

る
。

そ

れ

に

よ

れ

ば
、

空
腹
に

よ
っ

て

魂
が

浄
め

ら

れ
、

健
康
に

な

99C727）
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り
、

時
間
を
無
駄
に

せ

ず
に

神
へ

の

崇
拝
（ ．
ま
似

匹

餌
『
）

　
　

礼
拝
な
ど

の

身
体
に

よ

る

崇
拝
と

、

ズ

ィ

ク

ル

（

創

三
す
）

な

ど

に

よ

る

　
　

　
　
　（
26）

心
に

よ

る

崇
拝

ー
に

励
む
こ

と

が

で

き

る
。

空
腹
は
、

心
を

浄
め

る
こ

と

で

あ

り
、

神
に

近
づ

く
た

め

に

行
う
べ

き

修
行
の
一

つ

で

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
27）

あ

る

と

し
て
、

ガ

ザ

ー

リ
ー

は

空

腹
を

勧
め
、

満
腹
を

非
難
し

て

い

る
の

で

あ

る
。

　
「

二

つ

の

欲
望
の

撲
滅
の

書
」

の

後
半
は

性
欲
に

つ

い

て

で

あ
り
、

そ
こ

で

は
、

性
欲
に

打
ち

勝
つ

者
の

利
点
が

述
べ

ら

れ

て
い

る
。

こ

の

欲
望
は

最
も

大
き

な

影
響
を

人

間
に

及
ぼ

し
、

そ

れ

が

生
じ

る

と

理

性
に

最
も

反
抗
す

る
。

こ

の

欲
望
を

必
要
と

し

な
い

こ

と

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
28）

は
、

彼
が

守
ら

れ

て

い

る

こ

と

を

意

味
し

、

罪
か

ら

遠
ざ
け

る

恩
恵
で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に
、

ガ

ザ

ー
リ

ー

は
、

食
欲
と

性
欲
を

抑
え
る

べ

き
で

あ
る

と

し
、

禁
欲
の

意

義
を

説
い

て

い

る
。

『

宗
教

諸
学
の

再
興
』

第
六

番
目

の

書
「

斎
戒
の

内
的
意

味
の

書
（

映
罸
辱

冨
吻

ミ
丶

寒
欝
ミ
ミ
）

」

に

よ

れ

ば
、

斎
戒
（

飲
食

、

性

行
為
を

断
つ

こ

と
）

の

目

的
は

、

人

間
が

天

使
の

属
性
を

獲

得
し

、

神
に

近
づ

く
こ

と

で

あ
る

。

　
　

斎
戒
の

目

的
は
、

永
遠
な

る

神
の

性
質
（

界
匡
鋤

ρ
）

を

身
に

つ

け

る
こ

と

で

あ
り

、

可
能
な

限
り

欲
望
を

捨
て

て

天

使
を

模
倣

　
　
す

る
こ

と

（

5
ぼ

鼠．）

で

あ

る
。

と

い

う
の

は
、

天
使
は

欲
望
を

超
越
し

て
い

る

（

ヨ

巷
pNN

聾
）

か

ら
で

あ
る

。

人
間
は

、

理

　
　

性
の

光
に

よ
っ

て

欲
望
を

撲
滅
す

る

能

力
の

た

め

に
、

動
物
よ

り
上
位
の

段
階
に

あ
る
が

、

天
使
よ

り
下
位
の

段
階
に

あ

る
。

人

　
　

間
は
こ

の

欲
望
に

よ
っ

て

支
配
さ

れ
て

お

り
、

そ

れ
と

の

戦
い

に

苦
し

ん

で

い

る
か

ら
で

あ

る
。

人
間
は

欲
望
に

お

ぼ

れ

る

た
び

　
　
に
、

最
も

低
い

被
造
物
の

域
に

沈
み

、

動

物
の

災
難
の

域
に

達
す
る

。

し

か

し
、

欲
望
を
制
御
す

る

た

び
に

、

最
も

高
貴
な

被
造

　
　

物
の

域
に

上

昇
し

、

天

使
の

域
に

達
す

る

の

で

あ
る

。

天

使
は

神
の

側
近
く

に

あ
り

（

日
ロ

ρ

母
蕁
げ
）

、

天

使
を

模
倣
し

、

そ

の

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
29）

　
　

性
質
に

倣
う

者
は

、

天
使
と

同
じ

く
ら

い
、

神
の

側
近
く
に

あ
る

の

で

あ

る
。

　
人

間
は

欲
望
を

持
つ

ゆ

え

に
、

天

使
よ

り

も
下
位
に

あ
る

が
、

欲
望
を

抑
え

る
こ

と

に

よ
っ

て
、

神
の

側
近
く
に

あ

る

天

使
に

近
づ
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ガ ザー
リ
ー

の 修行論 に お け る 性 の問題

く

こ

と

が
で

き
る

。

ガ

ザ
ー

リ

ー

に

よ

れ

ば

「

神
の

側
近
く
に

あ
る

者
」

に

は

三

つ

の

段
階
が

あ
る

。

ま

ず
神
秘

修
行
に

よ
っ

て
、

神
の

名

前
（凶
。゚

ヨ）
、

属

性
（

篝
咢）

の

意

味
が

開
示

さ

れ

る
。

そ

し

て
、

可

能

な

限

り

神

の

属

性
を

帯
び

る

こ

と

へ

の

思

慕

（
ω

訂
箋
ρ
）

が

生

じ
、

つ

い

に
、

そ

れ

ら

の

属
性
の

う

ち

獲
得
可
能
な

も

の

を

得
よ

う
と

努
力
し

、

身
に

つ

け
、

人
間
は

神
の

よ

う
に

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ね　

な

る

（

《

器
矧

凄

巴・、
四
σ
O

鐔
σ
σ
餌

三
）

、

つ

ま

り

神
に

近
づ

く
の

で

あ
る

。

　

以
上

の
よ

う
に

、

欲
望
を

捨
て

る
こ

と

が
、

天

使
に

近
づ

き
、

そ

し

て

神
的
属
性
を

獲
得
し

て

神
に

近
づ

く

た
め

の

前
提
で

あ
る

と

い

う
点
で

、

ガ

ザ

ー
リ

ー
は

禁

欲
主
義
に

も

重
要
な
意
義
が

あ

る
と

し
、

斎
戒

、

禁
欲
の

効
用
を

説
い

て

い

る
。

し
か

し

ガ

ザ

ー
リ

ー

は
、

以

下
に

述
べ

る

よ

う
に

、

→

部
の

徹
底
し

た

禁
欲
主

義
者
で

は

な

く
、

欲
望
を

抑
え

き

れ

な
い

普
通
の

神
秘
主
義
修

行
者
を

対
象

と

し

た

議
論

を

し

て

い

る
。

四

　
ガ

ザ
ー

リ

ー

に

お

け
る

二

つ

の

欲
望

　

ガ
ザ

ー

リ

ー

は
、

欲
望
を

抑
え

な

け

れ

ば
な

ら
な
い

と

し
な

が
ら

、

欲
望
の

肯
定
的
な

力
も

認
め

て

い

る
。

禁
欲
よ

り
む
し
ろ

、

空

腹
と

満

腹
の

中
間
を

勧
め
て

お

り
、

性
欲
も

抑
え
ら

れ

な

い

場

合
は

結

婚
し
て

合
法
的
性
交
を

行
う
こ

と

に

よ

り
、

様
々

な
利

点
が

生

じ

る
と

し
て

い

る

の

で

あ
る

。

　

ま
ず

食
欲
に

つ

い

て
、

「

二

つ

の

欲
望
の

撲

滅
の

書
」

の

第
四

章
「

様
々

な

空

腹
の

規

則
と

利
点
」

に

お

い

て

ガ

ザ

ー

リ

ー

は
、

空

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
ヨ　

腹
の

利
点
に

つ

い

て

先
に

述
べ

た

が
、

最
も
良
い

の

は

中

厘
ぞ
鋤
・

 
骨
〉

で

あ
・

毒
つ

．

食
べ

・

目

的
は
、

生
命
を

維

持
し
、

神
へ

 

の

崇
拝
の

力
を
得
る
こ

と

で

あ
る

。

食
べ

す

ぎ
と

空
腹
は

、

崇

拝
へ

の

障
害
で

あ
り

、

満
腹
で

も

飢
え

て

も
い

な
い

と

き
、

崇
拝
が

容

　
　

　
　
諺

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　
…
…

易
に

で

き

る
。

『

宗
教

諸
学
の

再
興
』

第
一

一

番
目
の

書
「

食
事
作
法
の

書
（

ミ
ミ
ぴ

丶

暑
ぴ

ミ
鬮

ト
ミ）
」

の

序
論
で

は
、

来
世
で

神
に
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会
う

た

め

に

は
、

知
識
と

行
為
が

必
要
で

あ
り

、

そ

れ

ら

は

健
康
な

身
体
（

ω

巴
9 ー

ヨ

昌
鋤
一

δ

巴
p
づ
）

が

な

け

れ

ば
、

不
可
能
で

あ

る

と

言・

蝉

鬟
で

あ

る
こ

と
が

見
神
の

条
件
で

あ
る

と

す

奄

ガ

ギ
リ

ー

は

禁
欲
的
な

空
腹
よ

り

も

庸
の

畫
を

勧
め

て
い

る

皿

の

で

あ
る

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

燗

　
「

二

つ

の

欲
望
の

撲
滅
の

書
」

の

第
五

章
「

食
事
を

拒
絶
し

、

少
量

し
か

食
べ

な
い

こ

と

の

偽
善
の

害
」

で

は
、

食

事
を

拒
絶
す

る

こ

と
に

は
二

つ

の

害
が

あ

る
と

言
う

。

 
ス

ー
フ

ィ

ー

初
心

者
が

名
声
の

た

め
に

隠
れ

て

食
べ

る

よ

う
に

な
る

。

 
食
欲
を

抑
え

る

こ

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
34）

と

に

成
功
し
て

も、

そ

れ

に

よ

っ

て

有
名
に

な
る

こ

と

に

喜
ぶ

よ

う

に

な

る
。

ガ

ザ

ー

リ

ー

は
、

単
に

他
人
に

誇
示

す
る

た

め

に

断
食

し

て

も

意

味
は

な
い

と

し
、

無
理
の

な

い

中

庸
を
勧
め

て

い

る
。

そ

れ

が

神
へ

の

崇
拝
に

つ

な
が

り
、

常
に

神
を

思
念
す

る

生

活
を

送

る
こ

と
が

で

き

る
。

極
端
な

禁
欲
主
義
者
で

は

な
く

、

普
通
の

修
行
者
が

議
論
の

対
象
と

な
っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に

ガ

ザ

ー
リ

ー
に

よ

れ
ば

、

食
べ

す

ぎ
よ

り
も
、

空
腹
の

ほ

う

が

よ
い

。

し

か

し
、

過

度
な
禁
欲
（

拒
食

、

断

食）

も

否

定
し

、

普
通
の

量
を
食
べ

る

の

が

よ
い

と

し

て

中

庸
を

説
い

て

い

る
。

健
康
で

あ

る
こ

と

が
、

神
へ

の

崇
拝
の

力
の

条
件
で

あ

り
、

満

腹
で

も

空

腹
で

も

な
い

と

き
、

崇
拝
が

容
易
に

で

き

る
か

ら

で

あ
る

。

　

性
欲
に

つ

い

て

は
、

「

二

つ

の

欲
望
の

撲
滅
の

書
」

の

後
半
（

性
欲
に

関
す
る

議
論
）

の

序
論
に

よ

る

と
、

性
欲
が

人

間
を
支
配

し

て
い

る

の

は
、

二

つ

の

利
点
が

あ
る

た

め

で

あ
る

。

　
　

第
一

に
、

そ

の

快
楽
（一
四
匹
げ

伍
げ
餌
＝）

を

知
覚
す
る
こ

と

に

よ
っ

て
、

来
世
で

の

快
楽
を
類

推
す

る
こ

と

が

で

き

る
。

と

い

う
の

　
　

は
、

火
で

焼
か

れ

る

苦
痛
（

巴
餌

ヨ
）

が
、

身

体
的
に

最
も

強
い

苦

痛
で

あ

る

の

と

同
様
に

、

性
的
快

楽
は

、

も

し

そ

れ

が

続
く

　
　

な

ら

ば
、

身
体
的
に

最
も
強
い

快
楽
だ

か

ら

で

あ
る

。

促
進

力
と

抑
止

力
（

自。

＝
騨

蹟
冨
び

≦
餌

巨・
鼠
臣剛
σ
）

は
、

人

間
を
幸

福
へ

　
　

と

導
く
が
、

そ

れ

ら
は

感
覚
的
な

知

覚
で

き

る

苦
痛
と

快
楽
に

よ
っ

て

し

か

も

た

ら
さ

れ

な
い

の

で

あ

る
。

と
い

う
の

は
、

経
験
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ガ ザ ーリーの修行論 に お け る性の 問題

　
　
に

よ
っ

て

知

覚
で

き

な
い

も

の

は
、

決

し

て

欲
求
さ

れ

る
こ

と

は

な
い

か

ら

で

あ

る
。

第
二

の

利
点
は

、

子
孫

を
残
し

、

存
在
を

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
〔
35）

　
　

存
続
さ
せ

て

い

く

こ

と

で

あ

る
。

こ

れ

ら

が

性
欲
の

利
点
で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に

性

欲
に

は
、

 
性
的
快

楽
に

よ
っ

て

来
世
で

の

快
楽
を
類

推
す
る
こ

と

に

よ

り
、

来

世
で

の

快
楽
の

た

め

に

努

力
す

る
、

 
現
世
に

子

孫
を

残
す

、

と

い

う

利
点
が

あ
る

。

し
か

し
、

性
欲
に

は

害
も

あ
り
、

性
欲
を

制
御
で

き

な
い

場
合

、

宗
教
に

お

い

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
36）

て

も

現
世
に

お
い

て

も

破
滅
を
も

た

ら

す
。

性
欲
に

は
、

大
き
な

利
点
が

あ
る
が

、

制
御
で

き
な

け

れ

ば

姦
通
な
ど
の

罪
を
犯
し

、

地

獄
に

落
ち

る
こ

と

に

な

る
。

よ
っ

て

性

欲
は、

多
す
ぎ

て

も

少
な

す
ぎ

て

も

非
難
さ

れ
、

中
庸
が

称
賛
さ

れ

る
。

　

次
に

ガ

ザ
ー

リ

ー

は
、

「

ス

ー

フ

ィ

！

初
心

者
は

結

婚
す
べ

き

か

否
か
」

の

章
で

、

性
欲
を

抑
え

ら

れ

な

い

者
は

、

婚

姻
生
活
で

の

合

法
的
性
交
に

よ
っ

て

抑
え

る

必

要
が

あ
る、

と

い

う

議
論
を
述
べ

て

い

る
。

ガ

ザ

ー

リ

ー

に

よ

れ

ば
、

初
心

者
は

、

婚
姻
の

こ

と

で

魂
を
一

杯
に

す
べ

き

で

は

な
い

。

神
で

は

な

く
妻
へ

の

親
し

み

を

見
出
し

、

道
を

踏
み

外
す

こ

と

に

な

る

か

ら

で

あ

る
。

神
の

使
徒
が

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
37）

何

度
も

結
婚
し

た

こ

と

に

惑
わ
さ

れ
て

は

な

ら
な
い

。

し

か

し

ガ

ザ

ー

リ

ー

は
、

以
下
の

よ

う
に

、

欲
望
が

あ

る

場

合
は

結
婚
し

た

ほ

う

が
い

い

と

言
う

。

　
　

初
心
者
は

、

最
初
は

真
知
が

確
立
す
る

ま
で

は
、

独
身
（
ご
N
げ
鋤

げ
）

で

い

る

こ

と

が

条
件
で

あ
る

。

し
か

し
、

そ

れ

は

彼
が

欲
望

　
　
に

よ
っ

て

征
服
さ

れ

て

い

な
い

場

合
だ

け
で

あ
る

。

も

し

彼
が

欲
望
に

よ
っ

て

征
服
さ

れ

て
い

る

場

合、

長
時

間
の

空

腹
と

絶
え

　
　

間
な
い

斎
戒
に

よ
っ

て
、

そ

れ

を

撲
滅
す
る

。

し

か

し

そ

れ

で

も

欲
望
を

抑
え
ら

れ

ず
、

陰

部
（

貯
二
）

は

守
る
こ

と

が

で

き

て

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　〔
38）

　
　
も

、

視
線
（．
螢

旨
）

を

守
る

こ

と

が

で

き

な
い

場

合
は
、

欲
望
を

撲
滅
す
る

た
め

に

結
婚
し

た

ほ

う
が

い

い
。

　
ガ
ザ

ー

リ

ー
に

よ

れ

ば、

目
に

よ

る

姦
通
（
N

冒
鋤、
）

も

大
き

な

過
ち

で

あ
り
、

そ

れ

は

性
的
な
姦

通
に

導

く
。

も

し

女

性
で

は

な

く

少
年
（

曾
σ

旨
二
）

か

ら

目
を
そ

ら

せ

な
い

場
合
も

結
婚
し

た

ほ

う

が
い

い
。

欲
望
を

持
っ

て

少
年
の

顔
を

見

る
こ

と

は

禁
じ

ら

れ

て

103 （731）
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い

る

か

ら

で

あ
る

。

初
心

者
は

視

線
を
下
げ
て

思
考
を
制
御
で

き

な
い

か

ら
、

結
婚
に

よ

っ

て

欲
望
を

撲
滅
す
べ

き
で

あ

麺
。

欲
望
を

弱
め

る

た

め

に

は
、

空

腹
、

視
線
を

下
げ
る

、

他
の

活
動
に

没
頭
す

る
、

の

三
つ

の

方

法
が

あ
る

が
、

こ

の

三

つ

が

有
効
で

な
い

な

　

　
　
　

　
　
　

　
　（
40）

ら
、

結
婚
す
る

し

か

な
い

。

　

こ

の

よ

う
に
、

ガ

ザ

ー

リ

ー
に

よ
れ
ば

、

視
線
を

下
げ
る

な
ど

し

て

女

性
を

見
な
い

よ

う
に

し
、

性
欲
を

抑
え
ら

れ

る

な

ら
ば
独

身

で

も

い

い

が
、

性
欲
を

抑
え

ら

れ

ず
、

姦
通
を
犯
す

恐
れ
が

あ
る

な

ら

結
婚
す
べ

き
で

あ
る

。

そ

し
て

婚
姻
生
活
で

の

合
法
的
性
交
に

よ

り
、

姦
通
を

避
け

る

だ

け

で

は

な
く

、

快
楽
を
得
る

こ

と

が

で

き

る
。

性
欲
が

満
た

さ

れ
た

と

き
の

喜
び

は
、

天

国
に

約
束
さ

れ

た

喜
び

を

示

し

て

い

る
。

ガ

ザ
ー
リ

ー
は

、

現
世
で

の

性
的
快
楽
が

天

国
で

も

続
く
よ

う
に

欲
す
る
こ

と

に

よ

り
、

性
的
快
楽
は

神
へ

の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
41）

崇
拝
へ

の

原
動
力
（
げ
鋤、一

爵
）

と

な

る

と

言
う

。

　

ガ

ザ

ー

リ
ー
は

性
欲
と

食
欲
を

否
定
せ

ず
、

神
へ

の

崇
拝
の

助
け
に

な
る

と

し

て

い

る

こ

と

が

分
か
っ

た
。

次
に

両
者
を
比

較
し

、

性
欲
の

特
徴
を
明
ら

か

に

す
る

。

「

二

つ

の

欲
望
の

撲
滅
の

書
」

の

序
論
で

、

ガ

ザ

ー

リ

ー

は
、

食
欲
か

ら

始
ま

る

欲
望
の

連
鎖
に

つ

い

て

述
べ

て

い

た
。

食
欲
と

性
欲
は

付
随
し

て

お

り
、

性
欲
を

抑
え
ら

れ

な

け
れ
ば

、

次
々

と

他
の

欲
望
が

生
じ

、

破
滅
に

至
る
こ

と

に

な

る
。

ま
た
食
欲
で

は

な

く
、

女
性
を

見
る
こ

と

に

よ
っ

て

性
欲
が

生
じ
、

姦
通
に

至

る

場
合
も

あ
る

。

い

ず
れ
に

し

て

も
、

性
欲

が

害
悪
の

大
き
な

原
因
と

さ

れ
、

性
欲
は

食
欲
以

上

に
、

非
常
に

危
険
な

欲
望
で

あ
る

と
い

え

る
。

｝

方
、

性
欲
の

利
点
も

他
の

欲
望

に

比
べ

る
と

大
き

い
。

つ

ま

り
、

性
交
に

よ
っ

て
、

子
孫
を

残
す
こ

と

が

で

き
、

ま

た

性
的
快
楽
は
、

天

国
の

快

楽
へ

の

励
み

に

な

る

の

で

あ
る

。

　

た

し
か

に

食
欲
に

も

利
点
が

あ
る

。

適
度
な

食
欲
に

よ
る

適
量
の

食
事
は

魂
を

謙
虚
に

し

て

浄
め

、

性
欲
も

鎮
め

る
。

そ

し

て

肉
体

的
に

は

健
康
に

な

る
こ

と

に

よ

り
、

神
へ

の

崇

拝
が

容

易
に

な

る
。

し

か

し

食
欲
は

生

殖
に

関
わ

る

も
の

で

は

な

く、

子

孫
に

は

無
関

（732） 104
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ガ ザ ー
リ
ー

の 修行論 に お け る性 の 問題

係
で

あ

る
。

ま

た
ガ

ザ
ー

リ

ー

は
、

満
腹
の

快
楽
に

つ

い

て

は

触
れ
て

い

な
い

。

ガ

ザ

ー

リ

ー

は
、

様
々

な

欲
望
の

連
鎖
は

、

満
腹
に

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
〔
42）

よ

り

生
じ

た

傲
慢
の

結
果
で

あ

る

と

し

て

お

り
、

ま

た
、

男
性
は

満
腹
に

な
る
と

性
欲
を

支
配
で

き

な

く
な

る

と

言
い

、

満
腹
は

非
難

さ

れ

て

い

る
。

天

国

で

の

快
楽
を

想

像
さ

せ

る

も

の

は
、

性
的
快
楽
で

あ
り

、

満
腹
の

快
楽
で

は

な
い

の

で

あ

る
。

　

以
上
、

二

つ

の

欲

望
の

議

論
を

見
て

き

た
。

ガ

ザ

ー

リ

ー

は

欲
望
を

抑
圧
す

る

禁
欲
主

義
も
認
め

て

い

た

が
、

同

時
に

欲

望
を

認

め
、

特
に

性
欲
に

つ

い

て

は

重
視
し

て
い

た
こ

と
が

明
ら
か

に

な
っ

た
。

天
国
で

の

快

楽
を
想
像
す

る
こ

と

に

よ
っ

て
、

神
へ

の

崇
拝

が

容
易
に

な

る

か
ら

で

あ
る

。

そ

の

た
め

ガ

ザ

ー
リ

ー

は

「

婚

姻
作
法
の

書
」

に

お

い

て
、

独
身
よ

り
も
結
婚
し
た

ほ

う

が

理
想

的
な

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
43）

ス

ー

フ

ィ

ー

的
生
活
を
送
り
や

す
い

と

し

て
い

る
。

現
世
（

現
象
界
）

か

ら

来
世
（

不
可
視
界）

を

類
推
し
、

天
国
の

最
高
の

報
酬
で

あ
る

見
神
を
目
指
し

て
、

神
へ

の

崇
拝
や

神
秘
修
行
に

励
む

、

と

い

う
ガ
ザ
ー

リ

ー

の

議
論
の

思
想
的
背
景
に

は
、

先
に

述
べ

た

彼
の

神
秘
主
義
的
宇
宙
論
が
あ
る

と

考
え

ら

れ

る
。

　
ガ

ザ

ー

リ

ー
に

よ

れ

ば
、

世
界
は

ム

ル

ク

界
と
マ

ラ

ク

ー

ト

界
の

二

つ

に

分
け

ら

れ
、

人

間
霊

魂
は

、

神
秘
修
行
に

よ
っ

て

二

っ

の

世
界
を

上

昇
し

、

神
と
の

合
一

体
験
の

中
で

神
を

見
る
こ

と

が

で

き
る

。

二

つ

の

世
界
に

は

対
応
関
係
が

あ

る

こ

と
、

人
間
霊
魂
は

、

来
世
で

の

見
神
の

た

め
に

、

神
と

の

合
一

を
目
指
し
て

上

昇
す

る

こ

と

が

説
か

れ

て
い

る

点
に

お

い

て
、

ガ

ザ

ー
リ

ー

の

神
秘
主
義
的

宇
宙
論
は

、

性
的
快
楽
の

議
論
の

前
提
に

な
っ

て

い

る
。

　
一

方、

マ

ッ

キ

ー

の

性
の

議
論

は
、

『

心
の

糧
』

第
四

五

章
「

結
婚
と

非
婚
ど

ち

ら

が

よ
い

か
」

に

見
ら
れ

、

婚
姻
の

三

つ

の

利
点

　
　

　

　
　

　

　
　

　

（
44）

に

つ

い

て

説
明
さ

れ

て

い

る
。

し
か

し
そ

の

議
論
に

は
、

ガ

ザ

ー

リ

ー

の

指
摘
し

た

婚
姻
の

利
点、

つ

ま

り

性

的
快

楽
が

天

国
へ

の

原

動
力
に

な

る
こ

と

に

つ

い

て

は

述
べ

ら

れ

て
い

な

い
。

む

し
ろ

マ

ッ

キ

ー

は
、

禁
欲
を

重
視
し

、

独
身
を

勧
め

て

い

る
。

マ

ッ

キ
ー
に

よ

れ

ば
、

神
が

課
し

て

い

る

の

は、

心
の

平
安

、

信
仰
の

健
全
さ

、

魂
の

静
け

さ

で

あ
っ

て
、

結
婚
す

る

か

否
か

は

個
人

の

状
況
に

よ

105 〔733）
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ハ
　ね

る
の

だ
が
、

マ

ッ

キ

ー

自
身
は

、

こ

の

わ

れ

わ

れ
の

時
代
に

は
、

独
身
に

よ
っ

て

得
ら

れ
る

心
の

平
安
の

ほ

う
が

よ
い

と

言
う

。

マ

ッ

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

 

キ

ー

は
、

性
の

肯

定
的
な

力
を

ガ

ザ

ー

リ

ー
ほ

ど
重
視
し

て

お

ら

ず
、

む

し

ろ

恐
れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

し

か

も
マ

ッ

キ

ー

に

お

い

て

は
・

宇

宙
論
も

断
片

的
で

発
展
し

て

い

な
か

・

た
の

で
・

ガ

ザ

ー
リ

あ
よ

う
な

神
秘
主
義
的
宇
宙
論
に

性
を

取
り

込
ん

だ

議
論
は

で

醐

き

な

か
っ

た

の

で

あ

ろ

う
。

五

　
イ
ブ

ン
・

ア

ラ

ビ

ー

の

女
性
観

　
次

に
、

イ
ブ
ン

・

ア

ラ
ビ

ー
の

宇
宙
論

、

つ

ま

り

存
在
一

性
論
と

結
び

付
け

て
、

性
の

問
題、

特
に

女

性
観
に

関
す
る

議
論
を

検
討

し
、

ガ

ザ
ー

リ

ー

と

比

較
し

た
い

。

性
の

持
つ

力
は

、

後
の

ス

ー

フ

ィ

i
、

イ

ブ
ン

・

ア
ラ

ビ

ー

の

思

想
で

も

重
視
さ

れ

る

こ

と

に

な

る
。

ガ

ザ
ー
リ

ー

以

降
、

世
界
を

神
の

自
己

顕
現
と

す

る

イ
ブ

ン
・

ア

ラ

ビ

ー

か

ら

始
ま

る

存
在
→

性
論
が

現
れ

、

イ
ス

ラ

ー
ム

神
秘

思
想
を

代
表
す
る

世
界
観
と

な
っ

た
。

存

在
一

性
論
は

、

神
秘
体
験
に

基
づ
い

て

世
界
を
神
の

流
出
論
的
顕

現
と

見
る

も

の

で

あ
る

。

　

存
在
一

性
論
を

体
系
化
し

た

後
世
の

思

想

家
で

あ

る
カ

ー
シ

ャ

ー
ニ

ー

（

ぐ
〜

σ
山

9r

閃
曽
NN

蝉

ρ

◎

で

ρ
餌
ω

げ
9 ー

コ剛鴇

P
一

9QNO

）

は
、

神
と

そ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

（
46）

の

顕
現
で

あ
る

世
界
を

、

以
下
の

よ

う

に

五
つ

の

段
階
に

分
け

る
。

 
絶
対
的
一

性
（

魯
巴
q
昌
）

ー
一

性
の

本
質
（

曾
酬
冖

）

、

集

一

（

冨
∋．
）

そ

の

も
の

の

顕
現
の

場
。

 
統
合
的
一

性
（
≦
倒

甘
岳

斎
プ
）

　

　

神
名
の

統
合
の

次

元

（

冨
貸
9。
げ
）

。

 
ジ
ャ

バ

ル

ー

ト

界

ー
諸
聖

霊
の

開
示、

神
の

名
前
と

属
性
の

世

界
。

 
マ

ラ

ク

ー

ト

界

ー
不

可

視
界

、

霊
と

霊

的
な

も
の

の

世
界

、

象

徴

（

巨
島

巴

の

世

界
。

 
ム

ル

ク

界

ー
現
象

界
、

物
質
と

物
質
的
な
も

の

の

世
界

。

こ

の

よ

う

に

宇

宙
の

階
層
に

は

五

段
階
が

あ

〔
47）
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
（
48）

り、

こ

れ

ら

の

諸
段
階
を
経
て

、

神
は

現
象
界
に

自
己

顕
現
す

る
。

神
と

合
一

し
た

頂
点
か

ら

人
間
が

世
界
を

見
る
と

、

世
界
は

存
在

そ

の

も

の

で

あ

る

神
の

顕

現
と

し

て

見
え

て

く
る

。

存

在
一

性
論
は
、

神
と

世
界
の
」

体
性
を

説
く

神
秘
主

義
的
宇

宙
論
な

の

で

あ

N 工工
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ガザーリ
ー

の修行論 に お ける性の問題

る
。

　

イ
ブ

ン

・

ア

ラ

ビ

ー

は
、

ガ

ザ

ー
リ

ー

と

同
様

、

性
を
重

視
し

て

い

る

が
、

思
想
的
背
景
で

あ
る

宇

宙
論
が

異
な
っ

て

い

る

た

め
、

そ

れ
に

伴
う
セ

ク

シ
ュ

ア

リ
テ

ィ

ー
の

議
論

も
変
容
し

た
。

『

メ

ッ

カ

啓
示

（

ミ

寒
、

愚
ミ

ミー

ミ
黛

寒
鬯
ミ
N

）

』

の

第

＝

章
「

我
々

の

高
位
の

父
と

低

位
の

母
の

知
識
に

つ

い

て
」

に

お
い

て
、

イ
ブ

ン

・

ア

ラ

ビ

ー

は

神
の

自
己

顕
現
の

過

程
を

婚
姻
に

よ
っ

て

説
明
す

る
。

　
　

高
位
の

父

た

ち

の

う

ち

最
初
の

も
の

（

神）

は

自
明
な

も
の

で

あ

り
、

低
位
の

母
た

ち

の

う

ち

最
初
の

も

の

は
、

可
能
的
な
ま
だ

　
　

存
在
し

て

い

な

い

も

の

で

あ

る
。

最

初
の

婚
姻
は

、

（

在
れ

！

　
と
い

う
）

命
令
（

餌

ヨ
「
）

の

意
図
で

あ
り
、

最
初
の

子
（

被
造

　
　

物）

は
、

こ

の

（

可
能
的
な
）

も

の

自
体
の

存
在
で

あ
る

。

こ

の

父
は

、

父
性
（

暮
¢

鬢
≦

接）

に

浸

透
し
て

お

り
（

絡
「
圃）

、

こ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
〔
49｝

　
　

の

母
は
、

母
性
に

浸
透
し
て

い

る
。

こ

の

婚
姻
は

、

す
べ

て

の

も

の

に

浸
透
し
て

お

り
、

こ

の

結
果
は

永

続
す
る

。

　
こ

の

よ

う

に
、

最
初
の

父
で

あ
る

神
と
、

最
初
の

母
で

あ
る

ま

だ

顕

現
し

て
い

な
い

も
の

の

宇
宙
的
婚
姻
に

よ
っ

て
、

神
の

自
己

顕

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　（
50＞

現
で

あ
る

被
造
物、

つ

ま

り
宇

宙
が

生

じ

る
。

同

様
に

、

人
間
は

性
的

結
合
に

よ
っ

て

神
の

自
己

顕

現
を

体
験
す
る
こ

と

が

で

き

る
。

子
を
生
じ
さ
せ

る

男
女
の

結
合
は

、

す
べ

て

の

存
在
者
を
生

じ
さ

せ

る

神
（

父
）

と

顕
現
す

る

前
の

存
在
（

母
）

と

の

宇
宙
的

結
合
を

反
映
し

て

い

る

た

め
、

人
間
の

性
的
結
合
は

神
の

創
造
行
為
を
模
倣
す

る
こ

と

に

な

る
。

　
し

か

し
、

イ

ブ
ン

・

ア

ラ
ビ

ー

に

お

い

て
、

ス

ー
フ

ィ

！

に

と
っ

て

性
行
為
の

目
的
は
、

女
性
の

中
に

神
の

聖
霊
を
認
め

、

神
と
の

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　（
51）

一

体
性
を
悟
る
こ

と

で

あ

る
。

イ
ブ
ン

・

ア

ラ

ビ

ー

の

思
想
に

お

い

て
、

女
性
は

重

要
な

位
置
を

占
め

て

お

り
、

女
性
は

最
も

完
全
な

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
52）

神
の

顕
現
で

あ
る

。

神
は

自
分
の

姿
に

似
せ

て

人
間
（

ア

ー

ダ
ム
）

を

お

創
り
に

な
っ

た

の

で

あ
り
、

最
も
完

全
に
、

人
間
に

自
己
顕

現
し

た

の

で

あ
る

。

そ

れ

ゆ
え
、

人
間
の

中
に

神
を

見
る

こ

と

は
、

最
も
完
全
に

神
を

見
る
こ

と

に

な
る

。

そ

れ
で

は
、

神
の

完
全
な
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自
己
顕
現
は
、

男
性
に

お

い

て

な

の

か
、

女
性
に

お

い

て

な

の

か

と
い

う

問
題
で
、

イ
ブ

ン

・

ア

ラ
ビ

ー

は

後
者
だ
と

す
る

。

と
い

う

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

鵬

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
53）
　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

〔
54）

の

は
、

女
性
は

預
言
者
に

愛
さ

れ

て

い

る
か

ら

で

あ
り、

神
以
外
に

愛
に

値
す

る

も

の

は

な
い

か

ら

で

あ
る

。

『

叡
智
の

台
座
（

3
§
鼕
§
こ

の

簍
一

七
章
に

は
・

イ

プ
ン

゜

ア

ラ
ビ

あ
女

性
観
に

つ

い

て

述
べ

ら
れ

て

い

る
・

男

性

 

は
、

女
性
の

中
に

神
を

見
る
こ

と

に

よ
っ

て
、

神
を
二

つ

の

側
面
か

ら

見
る
こ

と

が
で

き

る
。

　

　

男

性
が
、

女
性
の

中
に

神
（

真

実
在
）

を

見
る

（
ω

ゴ

響
巴
国）

と

き
、

（

影
響
を

受
け

る
）

受
動

者
（

ヨ
ロ

時
餌．
一一
）

の

中
に

神
を

　

　

見
て

い

る

の

で

あ
る

。

男
性
が
、

女

性
が

彼
自
身
か

ら

顕
現
し

た

も

の

と

し

て
、

彼

自
身
の

中
に

神
を

見
る

と

き
、

彼
は

、

能
動

　

　

者
（

断、
邑

の

中
に

神
を

見
て

い

る

の

で

あ

る
。

男
性
が

、

彼
自
身
か

ら

生
ま

れ
た

も
の

に

関
心
を

持
た

ず
に
、

彼
自
身
の

中
に

　

　

神
を

見
る

と

き
、

仲
介
な

し

に

（

影

響
を

受
け
る
）

受
動
者
の

中
に

神
を

見
て

い

る

の

で

あ
る

。

だ

か

ら

女
性
の

中
に

神
を
見
る

　

　

こ

と

は
、

最
も

完
全
で

完
璧
で

あ
る

。

と

い

う
の

は
、

彼
は
、

神
は

能
動
者
で

あ
り

、

受
動

者
で

も
あ
る

と

し

て
、

神
を

見
る

か

　

　

　

　

　（
55）

　

　

ら

で

あ
る

。

　

ま

ず

 
女
性
の

中
に

神
を

見
る

と
い

う
こ

と

は
、

女
性
は

神
か

ら

顕

現
し

た

も
の

な
の

で
、

神
（

女
性
）

の

受
動
的
側
面
を

見
る
こ

と

に

な

る
。

 
女
性
を

顕
現

さ
せ

た

も
の

と

し

て

自
分
自
身
の

中
に

神
を

見
る

と
い

う
こ

と

に

つ

い

て

は
、

自
分
自
身
か

ら

女

性
が

顕

現
し

た

と
い

う
こ

と

は
、

自
分
は

女
性
で

も

あ
る

。

自
分
を

見
る

と
い

う
こ

と

が
、

女
性
を
見
る
こ

と

と

重
な

り
、

自
分
は

女

性
を

顕

現
さ

せ

た

も

の

な

の

で
、

女
性
の

中
に

神
の

能
動
的

側
面
を

見
る
こ

と

に

な

る
。

 
単
に

自
分
自
身
の

中
に

神
を

見
る

と

い

う
こ

と

は
、

自
分
は

神
か

ら

顕
現
し

た

も

の

な
の

で
、

神
の

受
動
的
側
面
を

見
る
こ

と

に

な

る
。

　

以
上

の

よ

う
に

、

女

性
を

見
る

と
い

う
こ

と

は
、

神
の

能
動
的
側
面

と

受
動
的
側
面
両
方
を
見
る
こ

と

に

な

る
。

イ
ス

ラ

ー
ム

に

お

い

て

神
の

九
十
九
の

名
前
が

、

威
厳
（
一

巴
巴
）

と

美
し

さ

（

寅
日
91一
）

の

二

つ

の

分
類
に

分
け
ら

れ

る

よ

う
に
、

神
は

正

反
対
の

二

つ

N 工工
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の

側
面
を
持
っ

て

い

る
。

そ

れ

ゆ

え
、

両
方
の

側
面
を

持
つ

も
の

と

し

て
、

女
性
の

中
に

神
が

完
全
に

顕
現
し

て

い

る

の

で

あ

麺
。

女

性
は

神
の

完
全
な

顕
現
と

捉
え

ら

れ

て

い

る
。

神
と

世
界
は
一

体
で

あ

り
、

性
の

神
秘
的
意
味
は

、

神
（

女
性）

と

世
界

（

男
性）

の

結
合
の
一

体
感
を

感
じ

る

こ

と

で

あ

る
。

性
的
結

合
に

よ

り、

神
と

世
界
と

の
一

体
感
を

会
得
す

る

こ

と

が
、

イ
ブ
ン

・

ア

ラ
ビ

ー

に

お

け

る

性
の

大
き

な
意
義
で

あ
る
。

六

　
結
論

　

以
上

の

議
論
を

踏
ま

え
、

マ

ッ

キ

ー
か

ら

ガ

ザ

ー
リ

ー
、

さ

ら
に

イ

ブ
ン

・

ア

ラ

ビ

ー
へ

と

変
容
し

て

い

く

ス

ー

フ

ィ

ズ
ム

の

思
想

史
の

流
れ

の

中
に

ガ

ザ

ー

リ

ー

を

位
置

付
け
、

ガ

ザ

ー

リ

ー

の

神
秘
主

義
的

宇
宙
論
と

セ

ク
シ

ュ

ア

リ

テ

ィ

ー

の

結
び
つ

い

た

議
論
の

独
自
性
を

明
ら

か
に

す
る

。

　
ま

ず
、

マ

ッ

キ
ー

の

宇
宙
論
に

お

い

て

は
、

世
界
は

ジ
ャ

バ

ル

ー

ト

界
、

マ

ラ

ク
ー

ト

界
、

ム

ル

ク

界
に

分

け
ら

れ

る

と

し
、

神
秘

主

義
的
宇
宙
論
の

萌
芽
が

み

ら

れ

る

も

の
の

、

断
片
的
な

記
述
し

か

見
ら

れ

な
か

っ

た
。

ま

た

性
の

議
論
は

少
な
く

、

こ

の

わ

れ

わ

れ

の

時

代
に

は
、

独
身
に

よ
っ

て

得
ら
れ

る

心

の

平
安
の

ほ

う
が

よ
い

と
い

う

立

場
で

あ

る
。

マ

ッ

キ

ー

は
、

性
の

力
を

神
へ

の

崇
拝
へ

生
か

し
て

い

く
よ

り

は
、

む

し
ろ

禁
欲

的
に

性
欲
を

抑
え
て

い

く

方
向
だ
っ

た
。

　
ガ

ザ

ー

リ
ー

は
、

マ

ッ

キ

ー
の

宇
宙
論
を

体
系
化
し

た
。

そ

し
て

ム

ル

ク

界
と

マ

ラ

ク

ー

ト

界
と

の

対
応
関

係
を

説
き
、

人

聞
霊
魂

が
二

つ

の

世
界
を

上

昇
し

、

神
と

の

合
一

に

至

る

と

し

た
。

性
の

問
題
に

関
し
て

は
、

食
欲
と

性
欲
を
抑
制
し

て
い

く
禁
欲
主
義
も
認

め

て

い

る

が
、

欲
望
を

抑
え

ら

れ

な
い
一

般
の

修
行
者
を

視
野
に

入

れ
、

中
庸
を

説
き
、

欲
望
を
信
仰
の

原
動

力
と

す
る

方
向
に

変
容

し

た
。

ガ

ザ

ー

リ

ー

は
、

性
欲
を

食
欲
よ

り

も

重
視
し

て

お

り
、

性
の

持
つ

肯
定
的
な

力
を

認
め

た
。

そ

し
て

性
に

対
す

る

考
え
方
と

109 （737）
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神
秘
主
義
的
宇
宙
論
が
一

体
と

な
っ

た

結
果

、

ガ

ザ

ー

リ

ー
は

、

現
世
で

の

性
的
快
楽
が

来
世

で

の

快
楽
1
ー
究
極
的
に

は

見
神

1

を
類
推
さ
せ

、

性
欲
は

、

神
秘
修
行
を

中
心
と

す

る

神
へ

の

崇
拝
に

励
む

原
動
力
に

な

る
、

と
い

う

思
想
を

理

論

化
す

る
こ

と

が

で

き

た
の

で

あ

る
。

　
一

方、

イ

ブ
ン

・

ア
ラ

ビ

ー

の

宇
宙
論
は

、

存
在
一

性
論
と
い

う
神
と

世
界
を
一

体
と

し

て

見
る

も
の

で

あ
る

。

存
在
一

性
論
を
思

想
的
背
景

に

持
つ

イ
ブ

ン
・

ア

ラ

ビ

ー
の

場
合
は
、

ガ

ザ

ー

リ

ー
と

は

異
な

る

性
の

議
論
を
展
開
し

た
。

存
在
一

性
論
に

性
の

議
論
を

取
り

入

れ

て
、

男
女
の

結
合
が

神
の

創
造
行
為
と

重

な

り
、

ま

た

女

性
は

完
全
な

神
の

顕

現
で

あ
り

、

女
性
と

の
一

体
性
が

神
と

の
一

体
性
と

重

な

る

と

す
る

。

性
的
結
合
を、

神
と

世
界
（

人
間）

と
の
一

体
性
と

解
釈
し
た

の

で

あ
る

。

　

イ

ブ
ン

・

ア

ラ

ビ

ー
の

存
在
一

性
論
は

、

神
と

の

合
一

の

境
地
に

お

け

る
、

神
と

神
の

自
己

顕
現
で

あ
る
世
界
と

の
］

体
性
を

説
く

宇
宙
論
で

あ

る
。

こ

の

存
在
一

性
論
の

特
徴
が

、

性
の

問
題
に

お
い

て

も

反

映
さ

れ

て

お

り
、

イ
ブ

ン
・

ア
ラ

ビ

ー

に

お

い

て

は
、

神

と

世
界
の
一

体
性
と

重
な

る

男
女
の

結
合

、

一

体
性
が

重
視
さ

れ

て
い

る
。

そ

れ

と

は

異
な

り、

ガ

ザ
ー

リ
ー
の

神
秘
主

義
的
宇
宙
論

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
57）

は
、

人
間
霊

魂
が

神
秘
修
行
に

よ

っ

て
、

現

象
界

、

不
可
視
界
を
超
え

て

神
へ

上

昇
し
て

い

く
と

い

う
宇
宙
論
で

あ
る

。

そ

の

た

め
、

性
の

問
題
で

は
、

人

間
霊
魂
が

神
と

の

合
一

を

目
指
し

て

上

昇
し

て

い

く

た

め

の

原
動
力
と
し

て
、

性
的

快
楽
が

重
視
さ

れ
て

い

る

の

で

あ
る

。

ガ

ザ
ー

リ

ー
は
、

性
の

肯
定
的
な

力
を

取
り

入
れ

、

自
ら

の

神
秘
主
義
的
宇
宙
論
に

適

合
す

る

形
の

修
行
論
を
展
開
し

て

い

る

と
い

え
よ

う
。

　

ガ

ザ

ー
リ

ー

の

死
後、

一

二

世

紀
半
ば

以

降
、

タ

リ

ー

カ

（

8
「

δ

魯
　
ス

ー

フ

ィ

ー

教
団
）

が

組
織
さ

れ
、

ス

ー
フ

ィ

ズ
ム

は
、

イ
ン

ド
、

東
南
ア

ジ

ア

な
ど

に

も

広
が
っ

て

い

っ

た
。

思
想
的
に

は
、

し

だ
い

に

ガ

ザ
ー

リ
ー

の

修
行
論
を

中
心
と

す
る

議
論
に

、

イ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　ハ
お　

プ
ン

・

ア

ラ
ビ

ー

の

存
在
一

性
論
が

加
わ

り、

存
在
一

性
論
は

ス

ー

フ

ィ

ズ

ム

を

代
表
す

る

思
想
と

な
っ

た
。

後
世
の

イ
ス

ラ

ー
ム

世

く738） 110
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界
に

お

け

る

神
秘
主

義
的
存
在
論
や

、

神

秘
主
義
詩
に

大
き

な

影
響
を

持
っ

た

の

は
、

ガ
ザ

ー

リ

ー

を

中
心
と

す
る

実
践
的
な

修
行

論

で

は

な

く
、

哲
学
的
な

存
在
一

性
論
で

あ
る

。

し

か

し

な

が

ら
、

広
域

的
な

ス

ー

フ

ィ

ズ

ム

の

思
想
史
に

お

い

て
、

ガ

ザ

ー

リ

ー
の

性

の

議
論
は

、

非
日

常
的
・

形

而

上

的
な

イ

ブ
ン

・

ア

ラ

ビ

ー

の

議
論
と

は

異
な

る

意
義
を

有
し

て

い

る
。

人

間
霊

魂
の

上

昇
を

重
視
し

た

宇
宙
論
に

基
づ

き
、

性
の

力
を

取
り

入

れ
、

修
行
に

励
み

な
が

ら

生

活
す

る
、

と
い

う
ガ

ザ

ー

リ

ー
の

思
想
は
、

後
世
の

ス

ー
フ

ィ

ー
が

修
行
を
実
践
し

な
が

ら

日

常
生

活
を

営
む

基
礎
と

な
っ

た

の

で

あ
る

。
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略
号

ぎ・
概

ミ
蹄
瀞
冲

ミ

曾、

帥一−
07
餌
N

巴矧廟

§
圃、
．

ミ
ミ
嵩

ミー

導
斜

巴゚
げ

団

〉
σ
口

仁

昧
μ

α

＜
o一
ω

こ

O
巴
「

Q卩

巴−
Ω
ゴ

甓
魁一、

ミ
ミ
蕃

ミ
織、ー
ム
嵩

ミ

ミー
 

P
σ
《

〉°
，

〉
鴫

5‘
O
巴
「

ρ

一
 

罐゚

鋼一−
冨
餌
泝

ざ’

O
ミ
犠

ト

O
ミ
黜
腎

』
＜

2
ω゜

ぎ
一゜
コ

も
；

戸
二゜

∪

曽

巴・
に
帥

臼
9‘
一

8
卜o°

注
（
1

）

　
拙

著
『

現

代
に

生
き

る

イ
ス

ラ

ー

ム

の

婚
姻
論
　
　
ガ

ザ
ー

リ

ー

の

「

婚
姻
作
法
の

書
」

訳

淫
・

解
説
』

Q。
冖

鼠
冨

O
巨

密
篩
 

一
。゚

す

三
〇

四

Φ

コ
o°
刈

ρ

　
　
東
京
外

国
語
大

学
ア

ジ
ア
・

ア

フ

リ
カ

言
語
文

化
研
究

所、

二

〇
〇
三

年
参
照。

（
2

）

　
翻
訳
は、

日
一

丿
く

ぎ
冖

頸
（

霹
藺

口
9陰鹽）
℃

郎
ト

O
ミ
縞
鳶

§

b
冴

ミ
ミ
ミ
識

晦

蕁
馬

勉
ミ、

§
織

ミ国

鴨
ミ
暮
討
恥

ミ
鴨

園

ぎ
も

も

§
§
梦

○
餌

ヨ
σ
「

置
ひqP

一

遷
顛

が

　
　
あ
る

。

〔
3

）

　
修
行
論、

禁
欲
主

義
に

お

け
る

欲
望
に

つ

い

て

は
、

中
村
廣
治
郎
『

ガ

ザ

ー

リ
ー

の

祈
薦
論

ー
イ
ス

ラ

ム

神

秘
主

義
に
お

け

る

修
行
』

大
明
堂、

　
　一

九
八
二

年、

五

七

−
六

七

頁。

図゚

Z
四

冨
ヨ

弓
pO

ぎ
N

ミ
凡

§
賊

、

導
ミ
（
閑
二

巴
餌

ピ
ニ

∋
℃

霞
』
OOH

）

も
℃°
凸
−

贄

参

照。

（
4

＞

即

≦
旨

ぎ
ω

費
．、

→

幕

浮
∋…

忌
 

∪

ぎ
Φ

量
9
臨・

冒

ぎ
、

〉

§圃、
自・

日、

ぎ
轟
9、
ぎ
§
軸

ミ

駄

謹

さ
ミ
§
蕊

§
話

§
噛

讐
ら
篤

婁
卜。噌

　
　
H
 

。 。

倉

署゚
切

亠
会

置
o

β
．．］

≦
Φ

巳

釘
江
G

塁
Q
口

臣
 

〈
o
〔

呂
巳
 

亳
oh

ぴ
o

話
蝉

民

α

三
〇
ロ

ヨ

ぎ
コ

、
〉

蕁
σ同、
ω

→
げ

o
自

簪
戸、、

誉
自

ミ
ミ

庶

ミ
鴨

　
　
ミ
ミ

書
ミ
職

ミ

丶

ぎ
．

諠

ミ
ミ

吮

R
暗

掌

ρ

這
゜ 。

倉

薯゚
 

亠
 ゜

本
稿
の

「

イ

ブ

ン
・

ア
ラ

ビ

ー

の

女

性
観
」

参
照

。

（
5）
　
拙
稿
「

ガ

ザ

ー

リ

ー

の

婚
姻
論

ー
ス

ー

フ

ィ

ズ
ム

の

視
点
か

ら
」

（
『

オ

リ
エ

ン

ト
』

第
四

七

巻
第
二

号、
一
、

○
〇
五

年）
、

冖

二

〇
ー
一

三

五

頁
。
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置
Φ

ヨ
＼．
≧・
O
訂
N
鋤

冒

飢

口
α

ζ
葭
「
凶

餌
ゆ蔓
 

マ
o
ヨ

9
 

≦
o
≦
℃

皀

三
〇

h

ω
二
訪
。゚

日
  ．

O
篭

§
｝

幽

ρ
b 。

03

も
O

」

冒
−

罷
 

参
照

。

（
6
）

　
マ

ッ

キ
ー

の

『

心
の

糧
』

は、

ガ

ザ

ー

リ

ー

の

『

宗
教
諸

学
の

再
興
』

に

大
き

な

影
響
を

与
え

て

い

る
。

『

心
の

糧
』

に

は

食
事
の

作
法
の

章
（

第

　

　

四

〇

章）

は

存

在
す
る

が
（

曾
卦

く
o一
』劉

署
」
刈

。。

亠
露…

空
o

冨
aO

蕁

巨
ド
厂

b
蹄

蕁
誨

§

§
偽

職

ミ

き
這

§ 

ト

ミ

冒
丶

き

ミー

鼕
冲

靭

O
ミ

　

　

ミ
心

ミ
§
町

鑓
鳴

§
§

葛
腎

霧
籍
肺

§
竄

ぎ
§

§
§
識

ミ
退
く

巳
ω゜
（
Qり

ε
雰
ひq
贄
け

」
 

鴇
亠
8
切

γ

＜
o

＝
も
o．
し 。

δ
山
 

O）
、

食
欲
と

性
欲
に

関
す
る

章
は

　

　

存
在
し
な
い

。

（
7）

PO

碧
α
Φ

戸

、．．

ど
国

β．、
＝°
〉

勇゚

9
げ
σ

虫

巴゚

（

巴゚
。°∀Ψ

暴
帖

肉
蕊

亀
ら

§
葛

ミ
遭

庶

ミ
織

誉

Z

象

臣
三
。

P

＝

＜

皀
ω

‘

冨一
ロ
。
口

L80

幽
OO

卜。

　

　
（

鴨）−
＜
o一
」

も
』
朝
O

参
照

。

（
8
）
　
照

明
学
（一
ω

耳

習）

の

師、

ス

フ

ラ

ワ

ル

デ
ィ

ー

（
餌
一−
ω
ニ

ゴ
肖

聾

毛
卿
『

山
剛Ψ
畠゚

　
HH

 

一）

に

よ

る

と
、

世
界
は
ジ

ャ

バ

ル

ー
ト

界、

マ

ラ

ク
ー

ト

界、

想

　

　

像
世
界
（．
巴
帥

ヨ

国一・

巳
曁

巴
、

ム

ル

ク

界
と

い

う
四
つ

の

層
に

分
け
ら

れ
る
〔
中

村
廣
治
郎
『

イ

ス

ラ

ム

の

宗
教
思
想
ll
ー

ガ

ザ
ー

リ
ー

と

そ
の

周

　

　

辺
」

岩
波

書
店、

二

〇
〇
一

年
、

一
一

七

1

＝

八

頁）
。

（
9）

O
ミー

＜
。

＝
も
』
ω

切゜

（

10）
　

雪
斜

＜
o
尸

封

Ob

ら

9

＞

」°

芝
 
口
o。

ぎ
o
厂
．
6
コ

臣
 

知
 

冨
怠
o
コ

σ

卑
を
Φ
 
コ

の
犀
餌
N
鋤

財、
ω

Oo
ω

ヨ
o

δ
助q
冤

p
二
α

二
凶

ω

一
≦

曳
ω

臨
o
『

ヨ’．．

ミ
鴨

儀
鴨

職

黥
説

錯
鴨

謡

　

　

織

築

映
o
謡

ミ

ミ

慧
鴨

郎
瀞
亀

魯
ミ
暗

噂

輿
掴

譯
尉
蕊

逵

§
鴨

§

〉

匡
oo

＝

コ
帥Q

ピ
 

ヰ

葭
吋

⊆
コ
匹

ρ

QQ
 
「°

》Ψ

誤
〔
〉

ヨ゚
。

9a

°。

β

巳
9 。

ω）
wO

℃

」
 

∵
H8

鹽

（

11）
　
ミ
盻
討

霜
斜

℃°
 

9

　
ま
た

は
、

ム

ル

ク

界
と
マ

ラ

ク

ー
ト

界
の

中
間
界
で

あ
る

ジ
ャ

バ

ル

ー

ト
界
を

加
え
た

三

つ

に

分
け
ら

れ
る

（
信。一−
O
訂
蟲
声

　

　

映

誌
ぴ

ミ
 

ミ

言、、

ぎ

§
斜．一

〈
oH

 一

P
卜。

切

゜c）
。

ジ

ャ

バ

ル

ー

ト

界
に

つ

い

て

は、

ム

ル

ク

界
と

マ

ラ

ク

ー

ト

界
と
の

対
応
と

い

う
議
論
に

関
係
し

な

　

　

い

た

め
、

こ

こ

で

は

触
れ
ず
に

お

く
が
、

閑卩

2
餌

歹
5
ξ
P
．、

一

ヨ
倒

日
07
 
N

鋤剛、
ω

Oo

ω

ヨ
〇一
〇

ひq
《

”
 

oo

コ
ω

置
φ
「

Φ

住

鼠
臼
ω

需
9
巴

力
庶
奠
Φ
コ

8
ε

臼
 

　

　

Oo

コ

8
讐
oh

誉
9
ミ
銚 ．．
 

ミ

ミ
封

腎
ミ

ミ
腎
ド

゜。

P
一

 

O

♪

薯
』
雫

臨

を
参
照
せ

よ
D

（
12
）
　

巴・
O
，
国
N
巴
尸

誉
ミ
黜

ミ
丶

ミー
O
窯
丶．
黜
ミ

（
じU
Φ

マ
ロ
广

巳
Q。

H）
一
℃

」
目゜

（
13
＞
　
ミ
蹄

薄
ミ’
b°
 

ド

　
ガ
ザ
ー

リ

ー

の

マ

ラ

ク

ー

ト
界、

人
間
霊

魂
に

お

け
る

哲
学
の

影
響
に

つ

い

て

は
、

拙
著
『

イ
ス

ラ

ー

ム

の

世
界

観
　

　
ガ

ザ

　

　

ー

り
ー

と

ラ

ー
ズ
ィ

ー
』

明
石
書

店、

二

〇
〇
五

年、

一

四

四

i
一

四

七

頁
参
照

。

（
14
∀
　

ミ
蹄
蔚
鳶

ミマ

P
 

P

（
15
）
　

鼕
腎
冲
圃
、冒
℃°
0
メ

（
16）
　

ミ
蹄
詮
瀞

ミ凅
℃°
 
 ゜

（
17
）
　

ミ
蹄
瀞
冲

ミ 
℃
U°
 
O

よ
ピ

（
18
）
　

巴・
O
プ

mN

巴
尸

轟
 

さ
毳
窺

亀

隣
、−
臨
い

謡

噺

届
恥
謙
蹟

驀

ミ
窟

謡
§
舳

》
劬

ミ
黜、

》
、

ミ
》

ミー

富
恥

ミ

卸
 

α’
げ

鴇

閃゚

もり

げ
Φ

げ
帥

臼
（
UJ
Φ

『

三’
H

 

Q 。

N）、
℃°
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112（740）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Religious 　Studies

ガザーリーの修行論に お ける性の問題

〔
19
）
　

§
勵．闇

く
o
鬥

心”
O

」
° 。

P

（
20
）
　
ガ

ザ
ー

リ
ー

は
、

現
世
で

神
を

見
た

こ

と

が

な

け
れ

ば、

来
世
で

神
を

見
る

こ

と
は

で

き

な

い

と

言
う

（
ミ
罵、−
＜
o
憎

仁「
O°
軽

。。

O）
。

〔
幻
）

　

蓉、咽
く
o
尸

ω瑠

P

嶌
Q。°

（
22）
　

§
斷．”

＜
。
尸

鯉

署゚

お
。゚

亠
N

ρ

　
ガ

ザ

ー
リ

ー

の

『
四

〇
の

書
（

き
、

懃

ミ
ム
き
笥・
ミ）
』

で

も

欲
望

の

連

鎖
に

つ

い

て

述
べ

ら
れ

て

い

る
。

9
〒

　
　

O
ゴ
四
N
鋤

戸

映帖
ミ
腎

ミ
出
さ
轟

甌
謡

（
しuo

凶
疂
冖

L
 

゜。

°。）

も
 
○。

参
照

。

（
23）
　
中
村
『

ガ

ザ
ー

リ
ー

の

祈
薦
論
』

、

五

八

−
六

〇
頁
参
照

。

（
24）
　

霤、、

＜
o
尸

し。、
℃

」
躇゚

（
25
）
　
丶

霤
勸、魍

く
o】°
伊

℃

P
一

巽
−

＝
卜。

参
照

。

な
お

ガ

ザ
ー

リ
ー

は、

こ

の

書
の

第
一

章
「

空
腹
の

利
点
と
満
腹
の

非
難
」

で

は
、

空

腹
を

勧
め

る
ハ

デ
ィ

　
　

ー
ス

を

列

挙
し、

第
三

章
「

食
欲
を
撲
滅
す
る

た

め

の

実
践
的
方
法
」

で

は、

食
欲
の

抑
え

方
に

つ

い

て

述
べ
、

合
法
的
な

食
事

を
摂
取
し、

食
事
の

　
　

量
を

徐
々

に

減
ら
し
て

い

く

と

し

て

い

る
。

（
26
）
　
神
へ

の

崇
拝
は、

礼
拝、

メ

ッ

カ

巡
礼

、

さ

ら

に

結

婚
し
て

い

る
場
合
は、

家
族
を

養
う

こ

と、

子

供
を

手
に

入

れ

よ

う
と

努

力
す

る

こ

と

な
ど

の

　
　

身
体
的
な
行
為
に

よ
る

も
の

と、

知
識、

瞑
想
な

ど

の

内
的
な

方
法
に

よ

る
も
の

が

あ

る
。

§、
鈍

＜
。一．
卜。

も゚

昭
（
映
罸
ぴ

』

§
魅

緊
ミ
冲

魯）

参
照。

（

27
）
　

食
事
の

作
法
に

つ

い

て

は、

ガ

ザ
ー

リ
ー

以

前
の

ス

ー
フ

ィ

ー

た

ち

に

よ
っ

て

論
じ

ら
れ

て

き

た
。

た

と

え

ば

サ

ッ

ラ

ー
ジ

ュ

　（
四一−
Qり
9
「

品
旨

　
P

　
　
 

゜。

°。）

は
、

　一

般
に

大

食
を

否
定
し

、

小

食
を
勧
め、

ス

ン

ナ

を

守
っ

て

食
べ

る

と

す
る

。

巴

あ
穹
鼠
9

映
蟄

§

寧
ト
ミ

ミ
島 、−
oR9

即

〉．

Z
討
ぴ

皀
。゚（
当

　
　
（
ピ
o
コ
亀
oPH

 

＝
）

も
PH

°。

°。

−

H
°。

9

　
鎌
田

繁
「

サ

ッ

ラ

ー
ジ
ュ

に

よ

る

ス

ー

フ

ィ

ー

の

理
想
的
生
活
に

つ

い

て
」

（
『

円
本

オ
リ

エ

ン

ト

学

会
創
立
二

五

　
　

周
年
記
念
オ
リ

エ

ン

ト

学
論
集
』

刀
水
書
房、

一

九

七
九

年）
、

一

八

八
頁
参
照。

ガ

ザ

ー

リ

ー
は
、

以
前
の

ス

ー

フ

ィ

ー

の

議
論
を

詳
細
に

説
明
し、

　
　

実
践
的
な

方
向
に

押
し

進
め

て

い

っ

た

の

で

あ
る

。

な

お
、

イ

ス

ラ

ー

ム

の

食
に

つ

い

て

は

O°
旨

＝’
＜

き
O
 

置
 

び

、
月
四．
鋤

β．．

卑−
＜
o

＝
ρ

薯゚

　
　
直

−

 

参
照

。

（
28
）
　
N

電
聖

く
o
鬥

し。鳩
℃

」
Φ

8

（
29
）
　

§
画．壗

く
o
尸

一

も゚
°。

ゆ

゜。

（
映
蹄

き

工
恥

蕊
丶

斜
N−

9
ミ

ミ
V。

中
村
「
ガ

ザ
ー

リ
ー

の

祈
禳

論
』

、

七
一

頁、

註
二

三
。

（
30
）

巴・
O
訂
錨
戸

ミ

ま
譜
魯
織

織
、ー
二

箋
鼻

署
」
ω

−

幽

F
　
た
だ

し、

こ

の

よ

う
に

神
の

属

性
を
獲
得
し

た
と

し
て

も、

ガ
ザ

ー
リ

ー

は

神
と

人
間
と

の

類

　
　

似
は

ま

っ

た

く

認
め

て

い

な
い

。

（
31V

　

§
漸．旭

く
o
尸

ω層
℃

」
躍゚

（
32
）
　

§
箪
く
o
「

ω−
O

」

課，

（

33）
　
「

食
事
作
法
の

書
」

は
、

正
し

い

食
事
の

作
法
に

つ

い

て

述
べ

た

も

の

で、

特
に

食
欲
の

神

秘
主

義
的

意
義
な
ど
に

つ

い

て

は

書
か

れ

て

い

な
い

。
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ス

ー

フ

ィ

ー

的
生
活
の

基

本
と

し

て

の、

守
る

べ

き

規
則
が
確
認
さ
れ

て

い

る
。

こ

の

書
の

翻
訳
は
、

O
こ
o

；
ω

o
コ・
∪
餌

く一
Φ
。゚

（
冖

8
コ
ω。）
▼
》
N−
O
建
恥

ミ
噛

　

§

ミ
賤

§
壽

蕊
読

肉
鳴

ミ
§
晦

な

穿
職
嵩

騨
Oo

ヨ
耳一
α
ワq
ρ

b。

OOO

が
あ
る

。

な

お
、

食
事
の

と

き
の

ズ

ィ

ク

ル

と

ド

ゥ

ア
ー

に

つ

い

て

は、

中
村
『

ガ

　

ザ
ー

リ
ー

の

祈
薦

論
』

、

一
一

七

ー
一
一

八

頁
参
照

。

（
34）
　
丶

電
痴、”
＜
o
鬥

ρ

OPH

 

○。

山
 
 凸

（
35）
　

§
黛
く
o
尸

ω−

P
届
P

（
36
）

　

霤、”
＜
o
ピ

ω℃
℃

」
鏐゚

（
37
）

　

§
画、−
＜
o
ド

ρ

PH
 

ド

　
ガ
ザ
ー

リ

ー

に

よ
る

と、

神
の

使
徒
は

多
く
の

妻
を

持
っ

て

い

た

が、

神
へ

の

崇

拝
の

た

め

に

一

人

で

い

る

こ

と

が
で

き

　

た

の

で

あ
り、

欲
望
を

満
足
さ
せ

る

こ

と
は

そ
の

妨
げ
に

な

ら

な

か

っ

た

の

で

あ
る

。

§
璽

く
o一．
NO
°

鵯

参
照

。

（
38
）

　

§
勸、、

＜
o一辱
ω”
O

」
 

ω゜

「

婚
姻
作
法
の

書
」

で

も
、

欲
望
が
あ
り、

姦
通
の

恐
れ

が
あ
る

限
り、

た
と

え
非
合
法
な
手
段
で

家
族
を

養
う
こ

と

に

　

な

る

と

し
て

も
、

結
婚
し

た

方
が

よ

い

と

す

る

（

§
黛

く
o
「

 

も
』
 ）

。

（
39
）

　

§
勸、−
＜
o
ピ

。。、
℃°
H2

°

（
40
）

　

霤
ド

＜
o
ド

ω曽

PHOO

°

（
41
）
　

§
画．一

く
o一｝
NO

°
膳

 ゜

拙
著
『

現
代
に

生
き

る

イ
ス

ラ

ー

ム

の

婚
姻
論
」

、

五

四

頁
。

「

婚
姻
作

法
の

書
」

で

は
、

性
的

快
楽
に

つ

い

て

よ

り
詳
し

　

く
述
べ

ら

れ

て

い

る
。

§
画．讐

く
o一
』℃
℃°

翕

参
照

。

（
42
）

　

§
画、”

＜
o
ピ

ρ

P

お
゜ 。．

（
43
）
　
ガ

ザ
ー

リ

ー
と

マ

ッ

キ

ー

の

婚
姻
論
の

比
較
に

つ

い

て

は、

拙

稿
「

ガ
ザ
ー

リ
ー

の

婚
姻
論
」

参
照。

（

44
）

妻
と

た

わ
む
れ
る

こ

と

に

よ

り、

夫
か

ら

善
行
（

σ

器
坦

愚
冖

）

が

多
く
生
じ

、

子
供
を

手
に

入
れ

る

こ

と

が

で

き
、

性
交
の

際
に

神
の

名
前
を
唱
え

　

　
る

こ

と

に

な
る

。

曾
｝

＜
o一゚

ド

℃

』
心

ω

参
照

。

（

45）
　
O
ミ、
＜

9NPN

＄．

（

46）

寧
O
習
鼠
三”

黛
帖

ミ
言
殊

ミ・
肋

警
ミ
昌

U°
勺

2
島
 

σ

二

亳
（
 
α

）゚牌

匿

98
羲
蓮

無
の

ミ
馴

凝
審
ミ
毳、

隷
ミ
昌

（
門
o

巳
oP

目

8
じ

も
℃°
 

H
−

興
゜。

 呷

　

東
長
靖
「

存
在
一

性
論
学
派
の

顕
現
説
に

お

け
る

「

ア

ッ

ラ

ー
」

の

位
階

ー
カ

ー

シ

ャ

ー
ニ

ー

と

ジ

ー

リ
ー

を
中
心
と

し

て
」

（
『

オ

リ

エ

ン

ト
』

第

　

　
二

九

巻
第
→

号
、

一

九
八

六

年）
、

五

〇
1
五

二

頁
参
照

。

カ

ー

シ

ャ

ー
ニ

ー

は、

「

叡
智
の

台
座
注
釈
（

罫
愚

黥
鷺
獅

ミ・

寒
職

ミ）
』

で

も
五

つ

に

　

　
分
類
し
て
い

る
。

目

」
N
ロ

翕
戸

 

ミ
翻

ミ

§
職

§
O

蹄

§、

諠

Oo

憙
織

§
織

竃
しリ

ミ

魯

ミ

映
塁

き
§
劬

魯
ミ
翁、

O

§
ら

魯
財

（
じロ
 

碁
 ｝
 
同…

d
コ

ぞ
 
「

匹

身

　

　
鼠
O
騨一
賦
o

ヨ
す

勹

お
の

ρ

お
゜。

ω
）

も
」
目

参
照

。

（
47
）
　
ジ

ー
リ
ー

（ ．
〉
σ
匹

巴・
凶
国

昌

ヨ
自。一・
冒
戸

ユ゚

o

鉾

＝
N
°。）

は、

『

完
全
人
間
（

ミ・
ミ
鷺
ミ

匙
 

諮
§
魁、）
」

に

お

い

て、

顕
現
の

段
階
を

六

つ

に

分
類
し

て
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ガ ザーリーの 修行論に お ける性の問題

　
　

い

る
D

 一−
』剛
戸

ミ
丶
謡

旨
謡

穐

 

貯
、

ミ
5
卜。

ぐ

〇一
ω

」
昌

一

（
09
。

マ
o一

巳
。。

一

）一

＜
〇一゚

ザ

℃

P

覊
−

ω

 ゜

東
長
「

存
在
一

性
論
学
派
の

顕
現
説
に

お

け
る

「

ア

ッ

　
　

ラ
i

」

の

位
階
」 、

五

四
−
五

六

頁
参
照

。

（

48
）

　
こ

の

段
階
の

中
で
、

ジ

ャ

バ

ル

ー

ト
界
と
マ

ラ

ク

ー

ト

界
が

霊
的
世
界
で

あ
る
。

カ

ー

シ

ャ

ー
二

ー
は

ジ

ャ

バ

ル

ー

ト

界
を

純

粋
な

諸
霊

（

穹
芝

讐

　
　

目
⊆

す
鞋

巴
普）

の

段

階、

マ

ラ

ク

ー

ト

界
を

行
為
の

諸
霊
魂
（

…
宕
の

．
鋤

∋
＝

讐）

の

段
階
で

あ
り、

象
徴
の

世
界
と

す

る

（
曽
〒

O
留
9
葺
身
賢

這
§

　
　

ミ・
炳

ミ
貯

ミ
卵

O°

鶏
）

。

（

49
）

　
ぎ
コ

巴−．
〉
「

餌
げ剛鬯
轟

ト

黥
ミ

鷺
、

ミ
ミ
幕
諭

曼

ミ
斜

幽

く

2
ω幽
（
ロロ

虫

凄
け

O
鋤
円

伍
鋤

隻
づ

コ゚

二゚
）
．
ぞ、
o冖．
ど

℃

」
ω

沖

Qり．

ζ
二
「

卑
P

搴
笥

§
o

駄
〉
ミ
ミ 

誤

　
　
賄

§
蕘

謇
o

寒
も

ミ

O
§
冬
丶

沁
鳴

ミ
味

ご

蕘
き
V

爵

》
ミ

ミ
特

寒
免

§
ミ
（
≧
σ

躄
｝ ．−

お
£）

も
」
脚
D。層
　
ま

た

イ

ブ
ン

・

ア

ラ

ビ

ー

は、

諸
霊
（
父）

と

四

元

　
　

素
（
母
）

の

婚
姻
に

よ

っ

て
、

神
は

世
界
を

存
在
さ

せ

た

と

い

う

説
明
も

し

て

い

る
。

一

σ
昌

国一−，
〉

蠧

9
ミ

 
ミ
躑
曽

ミ

ミー
ミ
訂

慧
韓

ミ
斜

く
o

＝

も゚

お
。。

　
　

参
照。

（
50
）

　
ζ
＝

蕁
3ー
ミ
ミ

尋
o

焦
鋤
貯

ミ．

P
一

゜。

 ゚

（
51
）

　
＜

し．

＝
o
ヰ

ヨ

慧「

浄
ミ
硫

ミ曽

さ
罫
毳噂
黛
隷

概

皆
き
騎

ミ

ミ
ミ
恥

§

膏
旨
、

（

O
皀
＝

ヨ
げ

尹
Qり’
O
；

一

 

綟）順
℃
℃

』
緜
−

器
゜。°

（
52
）
　
「

神
の

似
姿
と
し

て

の

人

間
」

に

関
す
る

イ

プ
ン
・

ア
ラ

ビ

ー

を

含
む

ス

ー

フ

ィ

ー

た

ち

の

議
論
に

つ

い

て

は、

ζ゚

→
p
『
¢

ω

三
け

P

奪
ミ

．
昌

ミ
魎

触

げ

　
　

黯馬
§
藁

鳥
丶

蕁
戴
鴨

職

ミ
訂
ミ

高
嵩

賊

丶、
め

 
ミ

亀

ミ

ミ
鳴

訪
ミ
ミ
勘

匏
き

飛
ミー
ω

ε
臼
四

〇

巳

ε
螽
 

閉

冨

ヨ
冒

究
昌

P
 

b 。

（
→
07

団
o”

鴻
Oo
。

 

舘
曾

宣
ω

口

ε
け

 

　
　
ho

『

ぴ
四
コ

αq

轟
ゆq
窃
m
昌
α

O
巳
ε
毎
。coh

＞
ω

冨

鶴
昌

自

〉
眺

ユ
oP

竈
。゚

S”

薯
」
の

−

奏

参
照

。

（
53
）

　
「

こ

の

世
で

私
に

愛
さ

れ
て

い

る

も
の

は、

女

性
、

香
水、

礼
拝
の

と

き

の

喜
び
で

あ

る
」

と

い

う
預
言
者
ム

ハ

ン

マ

ド
の

ハ

デ
ィ

ー

ス

が

あ

る
。

　
　
9一・
Z9

鈴．矧、
しり

§
§闇
・

冨

耳

聾
巴゚

コ一
絡．°
H

（
コ
o°
ω

。゚

刈

゜。

γ

ミ

ミ
蹄
靜

肉
謡

曼
ミ

魯
ミ
畫
OO

°
カ
O
ζ呻

く

奠
ω

δ
5b
。9

一甲
O
巴
『

9

頓
簿

ヰ

参

照
。

イ
ブ
ン

・

ア

ラ

　
　
ビ

ー

も

こ

の

ハ

デ
ィ

ー

ス

を

引
用

し

て

議

論
し

て

い

る
。

H

げ
⇒

巴−、
〉
『

p。
げ
剥

畢
葛
啣

籍

ト

窯
ミ
き
ト 。

〈
o

グ
凹冖
二
（
σゴ

巴

凄
け

O
曽

巴−
丙
津
四

σ

巴・、
〉

茜
σ冖噛

　
　
一

 

 

O）
Ψ

＜
o

＝
も
切

』
一

♪

田
切

参
照

σ

（
54
）

　］
≦

耳
碧
P

§
鳴

寄
o

ミ

凄
ミ
ミ．
O°
H
¢
卜。°

（
55
）

　
ぎ
ロ

巴−．
〉

冨
げ
尸

丶

驫
智

ミ
畑執
ぎ
§−

＜
o
尸

一曽

P
母
ご

即

芝
」°

》
岳
ニ
ロ

（

q
穹
ω噛
γ

§
帖

し口

舞
災
砺

絃

ミ
ミ
o

§

（
Z
 

≦

曜
o

蒔
」
 
゜。

O）
¶

卩

疇
朝゜

（
56
）

　
女

性
の

中
に

神
を
見
る

こ

と

に

よ

っ

て
、

男
性
は
、

威
厳
と

美
し

さ、

距

離
と

近
さ、

能
動

性
と

受
動

性、

左
と

右
な

ど
の

両

面
を

持
つ

も
の

と

し

　
　

て、

神
を
陰
と
陽
両
方
か

ら

見
る

こ

と
が

で

き
る

（

冒
貫
讐
斜

暴
曳

寄
隠

黛

掛
膏

ミ

も
」
 
卜。）

。

女

性
に

は

神
の

イ

メ

ー

ジ
が

投

影
さ

れ
て

お

り
、

男

　
　

性
が

神
の

自
己
顕
現
で

あ
る

自
己
の

本
質
を
理

解
す

る
際
に

は、

自
分
自
身
よ

り

も、

女

性
に

つ

い

て

瞑

想
し

た

ほ

う
が

よ
い

（
9

巴
冨
・゚

  ．
閃
Φ

ヨ
巴
 

　

餌

温
閃
 

ヨ陶
巳
口
Φ

一
ロ

H

ω

冨

邑
o

ζ
栃
冖

互
ω

β、、

暴
僑

ミ
誤．、

§

き
丶

ミ

 
。。、
一

 

・。

。。

も゚
N
一

『
）

。

な
お、

ス

ー

フ

ィ

ー
の

愛．
が、

女

性
で

は

な
く

男
性
に

向

　
　
か

っ

た

場
合、

つ

ま

り
少
年
へ

の

愛
の

理

論
に

つ

い

て

は

〉°
ω
6

三
∋

∋
Φ

ド
．．

団
「

o
。。

ー
国

魯
く
 

コ

ぞ

叫
コ

山

Z
♀
ω
o

団
 

簿

く
 

三
｝ ・
1
一
コ

Qc
ロ
，

匚
冖

 

蕁冖
二
『

o
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穹
α

＝
h

ρ．．

冒

》°
ピ’

巴・
ω
皿

《

旨
O・
竃
費
・゚

o
冖

（
Φ
阜

シ

 

象凡

§

§
職

蕁
鳴

夥
§

ミ
ミ
蹄
◎

ミ

訪

ミ

ミ

〔
ζ
巴

3
尸
一

〇

お）

も
O

」
ら。

O
−

一

ω

ω

参
照。

（
57）
　
ガ

ザ
ー

リ
ー

の

記
述
は

、

存
在
論
的
で

あ
る

よ

り

は
、

む

し
ろ

体
験

的
で

あ
る

。

ガ
ザ
ー

リ
ー

の

関
心
は

神
に

向
か
っ

て

の

人

間
の

前
進
の

過
程
で

　
　
あ
っ

て、

到
達
し
た

時
点
か

ら
の

記
述、

つ

ま

り
神
的
下
降
・
「

者
の

流
出

論
的

顕
現
で

は

な
か

っ

た
と

い

う
こ

と

で

あ

る

（

中
村
『

イ

ス

ラ

ム

の

宗

　
　
教
思
想
』

、

一

二

一

頁）
。

（
58）
　
た

と

え
ば
イ
ン

ド
で

は、

一

二

世
紀

末
か

ら

＝
二

世
紀
初
頭
以

降、

本
格

的
な
ス

ー

フ

ィ

ズ

ム

の

流
入
が

始
ま
っ

た

（

》．

o。
o

匿
旨
ヨ

卑

馨
職

ミ
、

　
　
b
ミ
§
鴇

§
し。

駄

旨
ミ

§
（

O
ゲ

碧
色

空一
尸

一

靄
 ）

も゚
ω

ホ）
。

一

四

世
紀
ま
で

は

古
典
的
な
ス

ー

フ

ィ

ー
の

著
作
が

継
続
的
に

読
ま
れ

て

い

た

が
、

ま

　
　
も
な
く
イ

ブ
ン

・

ア

ラ

ビ

ー

の

著
作
に

対
し
て

多
く
の

注
釈
書
が

書
か

れ、

存
在
一

性
論
が

普
及
し

た
。

さ

ら

に
一

五

世
紀
末
以

降
は

、

存
在
一

性
論

　
　
を

詩
的
に

表
現
し
た

神
秘
主

義
詩
に

よ

っ

て
、

存
在
一

性
論
の

概
念
は、

ス

ー

フ

ィ

ー

の

理
論
書
を

読
ま
な

い

多
く
の

人
々

に

ま
で

影
響
力
を

持
つ

よ

　
　
う
に

な

っ

た

（
蕁

ミ．

も゚
ω

零）
。

な

お
、

チ

シ

ュ

テ
ィ

ー
教
団

、

ス

フ

ラ

ワ

ル

デ
ィ

i
教
団
な
ど

が

影
響
力
を
持
っ

た

イ

ン

ド

の

ス

ー
フ

ィ

ズ
ム

に

つ

　
　
い

て

は
帖

い

ミ’

も
P
ω

禽
ム
O
卜。

参
照

。

性
の

議
論
に

関
す
る

ス

ー
フ

ィ

ズ
ム

と

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

教
の

相
互
の

影
響
に

つ

い

て

は
、

今
後
の

課
題
で

あ
る

。
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